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エリート紳士は住みこみ家政婦を溺愛する
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第一章









　料理を作り終え、最後に自前の掃除道具で排水溝の中や油汚れを落としていく。

　綺麗になったキッチンを見渡し満足げに頷いた。時間を確認すると終了予定時刻の五分前だった。家主はいまだ不在ではあるが、本日の業務はこれで終了だ。

　冷蔵庫の中に作った料理をいれて、着けていたエプロンを外す。それらを鞄の中にしまい、お客の家を出て鍵を閉めた。そのまま階下のエントランスに向かい、コンシェルジュに鍵を預けて外に出る。

　夏を終え秋の香りが鼻孔をくすぐる。涼しい風が髪の毛を通っていく。

　マンションの前で空を見上げていると、一台の車が停まり中から男性がでてくる。その男性は背が高く、整った顔立ちをしている。仕立てのいいスーツに磨き上げられた革靴。どこからどうみても上流階級の人だ。男性と目が合い咄嗟に逸らしてしまう。

　はたからみれば不審者だと気づく。恥ずかしさを誤魔化すように鞄からスマホを取りだしてマネージャーへと電話をする。

「お疲れさまです。神永です」

『お疲れさま。終わったの？』

「はい、本日の業務はこれで終了です。二件分の報告は明日で問題ないですか？」

『問題ないわ。今日は急で申し訳なかったわね。ただ、言われた通りにした？』

「もちろんです。書斎など仕事関係の部屋には立ち入っておりませんし、リビングやお風呂のなどの掃除と料理だけしてきました」

『ならいいわ。助かった。また明日よろしくね』

「はい、お疲れさまでした」

　スマホの通話を切って、駅に向かって歩きだす。

　神永かみなが陽鞠ひまり――家事代行サービスに勤務して五年ほど経つ二十八歳。

　彼女の仕事は指定された自宅へと向かい、事前に打ち合わせをした通りに掃除や料理をする。掃除は普段しないであろう細かいところまでするし、料理もご家庭に合わせた味付けに寄せ、アレルギーなども考えて作っている。簡単そうにみえて、なかなか大変な仕事だ。

　陽鞠が家事代行で所属している株式会社フェリスでは、資格取得が薦められ、試験などが定期的にある。その試験に合格し数種類の研修を受け、それらが合格点まで達すればプレミアムスタッフになれる。ただ合格率はとても低く、従業員の中でも一パーセントしか存在しない。

　陽鞠はその一パーセントに限りなく近い人間だ。

　プレミアムスタッフになれば、ＶＩＰを担当することができる。担当になれば、リターンが大きく給料も上がる。プレミアムスタッフ候補生になるだけでも、リターンが増えるしＶＩＰ担当チームの補佐として入れるのだ。

　陽鞠は必死に勉強し出来ることを増やしていった。現在ＶＩＰ担当チームの補佐になっており、来月の試験に合格すれば晴れてその一パーセントの仲間入りだ。

　やりたいこと、やれることが増えていくのは楽しいし、掃除や整理整頓なども好きなので陽鞠にとって大変だけれどやりがいがある仕事だ。けれど、他人の家に行ってできるだけ自分という存在を消しながら掃除をし料理を作るのは想像以上に体力も精神も疲労する。

　特に今日はさまざまなトラブルがあったため、疲労はいつも以上だ。

　普段であれば、指名をしてくれる常連の家での仕事が多い。ときおり新規のお客様のところにも行く。ただ、今回に限り少し違った。




　今日は新規のお客様相手の仕事が一件だった。

　その仕事を終えて、報告のため事務所に向かっている最中にマネージャーから電話がかかってきた。

　陽鞠が尊敬しているプレミアムスタッフの節子が倒れたという内容の電話だった。少し動揺したが、命に別状はないとのことだ。マネージャーは節子のことも心配だが、今日は節子が担当しているＶＩＰの仕事があるので慌てていた。

　本来メイン担当が休みでも問題ないようにＶＩＰ相手にはチームが編成されている。

　メインが一人、サブが一人、補佐が一人にマネージャー。他にも定期的にクオリティーチェックをするための担当もいる。

　メインである節子が私用や体調不良で休む場合はサブの人が担当する。だが、今日はそのサブが旅行に行っていて休みだ。そうすると必然的に補佐である陽鞠だけになってしまう。その場合は、顧客に連絡をいれる。顧客がイエスと言えば補佐の陽鞠が仕事をしに行くし、ノーと言えば今回の料金は引かれるか別日に振替となる。

　マネージャーとすればノーと言って貰えたほうが楽だっただろう。けれど顧客である皇すめらぎ蒼士そうしはイエスと返答した。最低限のことをしてくれればかまわないということだ。

　そのため陽鞠は慌てて事務所に寄って、ＶＩＰ専用の道具を手にして蒼士のところへと向かった。一度だけ来たことがある高級マンションは首が痛くなるほどに高く、一歩入れば異次元に迷い込んだ気持ちになる。

　広々としたエントランスには優雅なクラシックが流れる。パリっとしたスーツのコンシェルジュにくらべて、ポロシャツにカーディガン、そしてジーンズという格好の自分はとてつもなく浮いている。それでも仕事は仕事だ。

　割り切ってコンシェルジュに話をする。どうやらすでに話を通していてくれたようで、鍵を預かり蒼士の部屋へと向かった。彼は仕事で常に忙しく、最初の数回居ただけでそれ以降は留守の間に掃除などを済ませるというかたちになっている。人の目がないというのは楽ではあるが、なにかあった場合疑われる。

　特にメイン担当ではなく、補佐の陽鞠では心配もひとしおだ。

　マネージャーもこちらに来ると言っていたが、どうも他の社員がトラブルを起こしたらしくそちらで手一杯のようだ。補佐であるからこそ、完璧に仕事をこなさなければならない。そう陽鞠は強く思い、契約通りの仕事をこなしていった。ただ問題が一つだけあった。

　料理の作り置きも仕事の一環なのだが、蒼士からの要望が無いのだ。普通、味付けは薄くや、濃く、和食中心、洋食中心などリクエストがある。最低限でも自分の好きな味になるように頼んでくるものなのだが、彼にはそれがない。

　節子も自分の家の味で料理を作っていたらしい。それならば節子に似せるべきかと思ったが、要望がないのであれば陽鞠の家の味でいこうと思った。一度ぐらいいつもと少し違う味を楽しんでもらおう。

　そんな風に三時間ほど仕事をした。マネージャーは結局来なかったため、電話にて報告を済まし岐路にたつ。

　ＶＩＰ担当になればシフトを少し減らせるし、暮らしが楽になるかもしれない。けれど、自分がメインで担当していない家だとこんなにも神経をすり減らすのか。まだまだ若いと言われる年代のため、正直をいえば仕事が少ない。若い男性だけの家には派遣されることがないのだ。

　こればかりは仕方ないと思うが、いくら研修をクリアしていたとしても若いと心配という声もある。メインで顧客が着くまでの道のりは長い。




　自宅の最寄り駅に着き、近くのスーパーで買い物をすます。駅から徒歩十五分、小さな一軒家が我が家だ。帰ると、父が焼酎を飲みながらテレビを眺めていた。

「ただいま」

「あ、おかえりー」

「また飲んでたの？」

「そっ、飲んでたの」

　陽鞠の家は父子家庭だ。大学生のころに母が病気で亡くなった。ちょうど就職活動の時期だったが、母のことがありほとんど就活することができなかった。父は母のことで凄く落ち込んでしまい、仕事を休職した。そうなると生活費がなくなる。陽鞠は慌てて仕事を探し、掃除や料理が好きなことから家事代行会社のフェリスへ就職した。最初はアルバイトとして勤務し一年後には正社員になった。

　父と二人きりだったのもあり、最低限の生活はできている。けれど、それから問題は起こった。父が友人に頼まれたからと保証人になってしまい、その友人はどこかに消えてしまった。残ったのは数百万の借金。

　昼は家事代行、夜はバーで稼ぎその借金をつい先日返し終えた。やっと肩の荷が下りたところだ。バーも辞めることになったので、ゆっくり眠ることができている。

　父は休職のあと、結局仕事を辞めてしまったが家のことをしてくれているし、最近では庭で家庭菜園を始めた。最初は失敗ばかりだったけれど、いまではトマト、きゅうり、水菜やラディッシュを育てている。楽しそうでなによりだ。

　簡単に夕飯を作り、二人で食事を済ませた。父が寝入った後、陽鞠は二件の報告書を作成し、友人からもらった料理の本を手にとる。

　ぱらぱらと捲りながら、作りやすそうなものに付箋を貼っていく。時間内で作らなければならないので、あまり手の込んだ料理は作れない。簡単だけれども手が込んだように見えるものや、電子レンジで時間短縮が可能なものをよく作る。

　定期で指名をくれるお客がいるため、できるだけ毎回違う料理をだせるようにしたい。毎回同じでは味気ないし、飽きられてしまうかもしれない。こういった努力もこの仕事では大事なことだ。

　もちろん全体の栄養バランスなども大切で、そういったことに気をつけていたからこそ指名が増えたと思っている。ピックアップした料理に必要な材料をスマホでメモに取って、陽鞠は布団の上にごろんと転がる。

　借金も返し終わったし、目標にしていたプレミアムスタッフまでも後少し。いままでは少額だった貯金額も増やせるし、数年着ている服も新調できる。これから先のことを考えて、陽鞠は口端を少しだけあげた。

「やっとだなぁ」

　我慢していたことを我慢しなくてもいいというのは嬉しいことだ。陽鞠は穏やかな気持ちで眠りについた。




　それから一週間ほど経ったころ。

　陽鞠が憧れていたプレミアムスタッフの節子が退職することになったのを本人の口から聞かされた。

「え、辞めちゃうんですか？」

「そーなのよ。娘もいい加減にしろっていうしね。ただのぎっくり腰だったんだけど、やっぱりもう年ねぇ」

「しかたないこととはいえ、寂しいです……。節子さんにはいろいろよくしてもらったのに」

　陽鞠がフェリスに入った時から、節子には仕事のノウハウを教えてもらった。嫌な客の流しかたや、怒らせない言葉の使い方などあげたら切りがないほどに。連帯保証人になった時に発生した借金を返しているときも、質素すぎる食事の陽鞠に野菜を分けてくれたり、作りすぎたからと煮物や漬物をくれたりした。あの時どれほどありがたかったことか。

　節子の優しいところは、陽鞠に野菜を分けていても詳しい事情を聞こうとはしなかったことだ。同情しているようには見せずに、ただただ余ったからお裾分けという体を崩すことがなかった。

　まだ年の若い陽鞠にとって、誰かに施しをしてもらうというのはプライドが傷つくし、自分は哀れまれる対象なのだと悔しくなることだったので、救われた。

　節子には感謝してもしきれないほど。傍にいなくなってしまうのは、心細くなる。

「そんな顔しないでー。私も寂しい。これからはただのお友達として一緒にお昼食べに行ってくれないかしら？　少し離れたところに美味しいお蕎麦屋さんがあるのよ」

「……はい、もちろんです！　あ、そういえば節子さんが担当していた顧客はどうするんですか？」

「ある一件を除いて、他はサブだった人をメインにしてサブを補充するというかたちになったんだけど……」

「ある一件、ですか」

「そうなの。基本的に面倒くさくなくて、ありがたいお客様だったんだけど。一週間前ぐらいからなんだか様子がおかしいらしいのよねぇ」

「え、っと、節子さんじゃないなら契約を切るって話でもあるんですか？」

　節子がなにを言わんとするのかうまく理解できず、可能性のあることを聞いてみたが。どうやら違ったらしく、節子が笑って否定をした。

「違う違う。こちらの不手際などは関係なく、契約を今月いっぱいにしたいって申し出があったのよ。上的には好条件の顧客だし手放したくはないんでしょうけど。お客様がそういうならこちらは無理にとは言えないもの」

　こちらの不手際ではないというのならば、その顧客個人の問題ということになる。その事情がどういったものなのかはわからないが、単純に収入源が一つ無くなってしまうのは残念に思った。

　節子と雑談を少ししてから、陽鞠は定期で指名してくれるお客のもとへ二件ほど行き、夕方過ぎに自宅へと帰った。

　郵便受けを開けて、入っている手紙を確認していると、赤い色で内容証明書と書かれた茶色の封筒が目に入った。陽鞠は「ひぃっ」と息をのみ、うまく呼吸ができなくなる。数年前にも同じような封筒が届き、父が連帯保証人をしていたことを知った。嫌な汗が全身から噴き出していく。

　陽鞠はふらふらとしながら自宅にはいり、震える手で封筒を開けた。

「うそ、でしょ……」

　そこには父宛てに百万の返還を求める旨が書かれていた。

「陽鞠？　どうした？」

　父がじょうろを手にこちらを不思議そうに見ている。いつも通りの父が憎らしくて、陽鞠は思わず手に持っていた封筒と紙を父に向かって投げつけた。

「また、連帯保証人にでもなったの？」

「え？　そうだった……かなぁ」

「そうだったかなぁじゃないよ！　私がどれだけの思いをして借金を返したと思ってるの？　なんでそんな簡単に判子を押すの？　いったい今度は誰に騙されたっていうのよ！」

「騙されたなんて、みんな困っていただけで」

「困っていたら、こっちに借金を背負わせたっていいって？　父さんは働かずにこの家にいるだけで、お金を工面するのも我慢するのも苦しい思いをするのも私じゃない！」

　良い子でいようと思っていた。優しい娘、父思いの娘でいたいと。けれど、もう限界だ。苦しい感情を吐きだして、逃げるように家を飛びだした。

　しばらく走った後、とぼとぼと人の少ない道を歩く。勢いで出てきてしまったため、今手元にあるのは小銭入れとスマホだけ。スマホだって一日過ごした後なので、電池はもう少ししかない。

　友達の家に行くには電車代が心許ないし、迎えに来てとはいえない。どこかカフェに入ろうか。

「漫喫っていくらぐらいなんだろう」

　いままで行ったことはないが、家出をした人がよく行く場所の一つというイメージがある。残金は二千円ほど。とりあえず近場にある漫喫でも向かってみよう。

　漫喫の前までやってきて、料金表を確認する。

「ナイト八時間で千四百円かぁ。足りるは足りる……」

　ただまだ夕方過ぎの六時三十分だ。時間としてはナイトとして入れるが、一時には出ないといけなくなる。明日は明日で仕事があるし、今ここで漫喫にはいるのは得策ではない。陽鞠は息を深く吐きだした。

　どこかで時間を潰そうかと顔をあげると、男性に声をかけられる。

「神永陽鞠さんか？」

「……あなたは？」

「俺は皇蒼士というものだ」

　蒼士はそう自分の名前を言いながら、名刺を差しだす。こちらに声をかけてからずっと無表情のままでいるので少しばかり怖い。

　陽鞠は名刺を手に取って彼の肩書きに眉間に皺が寄った。そこには有名なスマホゲーム会社の名前と、専務と書かれていた。そんな人がなぜ自分にという疑問が浮かんだのと、名前に記憶があった。

「……、節子さんの顧客」

「あぁ、彼女にはよくしてもらった」

　蒼士が節子の名前を聞くと、小さく笑みを零した。彼もまた緊張しているのだろうか。だから、無表情に見えるのか。

「それで、私になにかご用でしょうか？　……先日、なにが不手際でもございましたか？」

　節子が倒れたことによって陽鞠が節子の顧客である彼の家を掃除したり料理を作ったりした。それが、いま目の前にいる蒼士の家だ。それにどこかで見たことがあると思ったが、あの当日にマンションの入り口ですれ違っていた。

「いや、君に不手際などはなかった。節子さんの時同様に完璧にしてくれていた。君に頼みたいことがあるんだ。とりあえずどこかで落ち着いて話をしないか？」

「……わかりました」

　こちらに不手際がないというのならいったいなにが理由で自分に声をかけたというのか。不可解な気持ちにもなるが、フェリスにとって上客だ。断るというのもはばかられる。

　蒼士が歩き出したので、その後について歩く。そして一件のカフェへと足を踏み入れた。店員に案内され、奥の二人席へ座りコーヒーを頼んだ。コーヒーがくるまで、お互い無言のまま。

　届いたコーヒーを飲んでやっと一息をつけた気がした。

「それで……、君を探していた理由なんだが」

「はい、いったいどうされたんですか？」

「君に、俺の家専属の家政婦になってもらいたい」

「……はい？」

　突然のことに失礼な態度を取ってしまったが、それほど驚いたのだ。いったい彼がなにを言っているのか理解ができない。

「こんなことを頼むのは不躾だとわかっているし、君が警戒するだろうということもわかっている。それでも、君にしか頼めないことなんだ」

「そもそも、皇さんがおっしゃってるのは私にフェリスを辞めろってことですか？　それとも私を担当にしたいということですか？　担当にしたいというお話であれば私はプレミアムスタッフ候補生ですので、対応しかねます。プレミアムコースのお客様に満足していただくだめには、私ではまだ力不足です」

「いや、この間君に担当して貰ったときに満足している。それに俺は君にフェリスを辞めてもらって俺が個人で雇うかたちにしたい」

「なぜ、そんなことを？」

「……君の料理の味が、俺が幼いころお世話になっていた人の味によく似ているんだ。久しぶりに美味しいと思った。あぁ、もちろん節子さんの料理も美味しかったよ。けど、違うんだ。俺が求めていたのはこの味なんだと認識したんだ」

　料理の味に惚れたという話なのだろうか。そうだったとしても、彼の願いの意図を図りかねる。それにゲーム会社の専務という地位のある人が、自分をどうこうするという可能性はあるのかが気になる。陽鞠は自分が可愛いとは思ってはいないし、どこにでもいるような平凡な顔立ちだと思っている。それでも、なにが起こるかわからないものだ。

　フェリスでも、若い年代である陽鞠は若い男性がいるところには配属されない。そういったことも考慮される。

「もちろん、きちんと契約書も作るし、いまよりもいい給料をだすこともできる」

　陽鞠が断る雰囲気をだしているのが理解できたのか、蒼士が条件の話をしだす。

「契約書……ですか？」

「あぁ、俺の希望は週五日、家の掃除と料理をメインに頼みたい。ただ食事は、俺がいらないという場合を除いて二食作ってほしい」

「二食とは朝と夜ということですか？　通いで朝夜通うということですか？　それとも、朝からきて一日ということですか？」

「それは君の判断に任せる。もちろん交通費は全額支給するし、なんなら部屋が余っているから住み込みでもかまわない」

「すみっ!?」

「光熱費などを給料から天引きはしないし、部屋は鍵付きだ。ちなみに俺は家でもだいたい仕事はしているから、いないものと見なしてもらってかまわない」

　話が進めば進むほど、余計に彼の言葉を理解できなくなっていく。もはや宇宙語なのではと現実逃避をしてしまう。

　自分の料理にそこまでの価値があるようには思えない。もちろん、好みというのはあるだろうし、料理を美味しいと言ってもらえるのは嬉しい。

「皇さん。正直、私はこれが詐欺なのではという気持ちになっています。いくらなんでも条件がよすぎます……」

「ん、そうか？　こちらが無理を言うことだからな。そうだな、他に付けるとすれば、君の父の借金を俺がどうにかする。そこに関しては給料から天引きというかたちをとろう」

「ま、待ってください！　なんで父のことを？」

　陽鞠が彼の言葉を止めて、疑問をぶつける。蒼士はコーヒーを一口飲んで、今日までの流れを説明してくれた。

　なんでも、陽鞠が料理を作ったあの日。蒼士が自宅に帰ってから、この料理を作った人物を知るためフェリスに連絡をとったらしい。最初は不手際があったのではと話がすれ違い、節子が辞めることも出てきて話がなかなか進まなかったらしい。

　節子が言っていた〝ある一件〟とは彼のことだったようだ。

　そして料理を作ったのが陽鞠だと知り、今回の家政婦になってほしいという願いを伝えるため陽鞠の自宅に行った。だが居たのはおろおろとしている父親が一人。話を聞くと、父が連帯保証人になってまた借金を作ってしまったことで、娘の陽鞠が苦しい思いをしている。父としてどうすればいいのかわからないと泣いていたらしい。

　初対面の人に、借金の話をしたあげく泣くとは我が父ながら呆れてしまう。

　いくらなんでも初対面の人に借金の迷惑をかけることはできない。断ろうと思ったが、陽鞠が言葉を発する前に彼が陽鞠の名前を呼ぶ。

「神永さん」

「はい」

「はっきりと言うと、君に拒否権はないんだ」

「……どういうことですか？」

「すでに借金の肩代わりは済んでいるんだ」

「なっ！　なんでそんな勝手なことを」

「フェリスで君の人となりを少し聞いた。真面目で、筋を通すと。たとえ俺が好条件の一つとして、今回の借金の肩代わりと伝えたところで君は絶対に諾とは言わないだろう」

　たしかに陽鞠の性格からして、赤の他人に父がお人好しすぎて作ってしまった借金の肩代わりをしてもらおうとは思わない。自分で働いて自分で返す。

　いまだ腹は立っているし、父を許すつもりにもまだなれない。一度だけならともかく、今回で二度目だ。それを簡単に許して大丈夫などと陽鞠は言えない。

　それでも心のどこかで他人の借金だろうと一度借金を返しきったのだから、もう一度やれるはずだ。心さえ折れなければと思っていた。

「君は俺に借金を返さなければならない。だから、君に拒否権はないんだ」

　身体が熱くなって、目尻に水が溜まる。

　彼の言いように、態度に、勝手な行動に、腹を立てても拒否権がないという事実は変わらない。それが悔しくてたまらない。

「腹を立ててくれてかまわない。許せなくてもいいんだ。ただ、この仕事を引き受けてほしい」

「……っ、わかりました。ただ、私の場合すぐに辞めるというわけにはいきません。すでに決まっている仕事もありますし、引き継ぎもあります」

「かまわない。ありがとう」

　蒼士はホッとした顔をして頭を下げた。陽鞠の中にある苛立ちや怒りの炎は少しだけ小さくなった。許したわけではないが、彼が陽鞠に対して悪意があるようには見えなかった。

　コーヒーを飲み終え、カフェを出る。一時間ほど話をしていたらしく、時刻はすでに八時近い。

「家まで送ろう」

「いえ、すぐ近くなので大丈夫です」

「そうか……。一つだけ聞いてもいいか？」

「なんですか？」

「君は、その、幸せか？」

　彼はとても聞きにくそうに軽く眉間に皺を寄せながら問うてくる。なぜ、そんなことを聞くのかと思いながらも、素直な感情を伝える。

「どう、でしょう。暮らせる家があって食べるものがあって、最低限の生活をしていられる。それを幸せだと思うので幸せなのかもしれない。ただ幸せという概念は人それぞれで。なにをもって幸せだと定義するのかはわかりません」

「そうだな。愚問だった。すまない」

「なんども謝らないでください。別に怒るような質問じゃありませんし」

　蒼士と別れて自宅へと帰る。家のリビングで、目と鼻を真っ赤にした父が陽鞠をみて、また泣きだした。そして何度も何度も「すまない。頼りない父でごめん」と謝罪を繰り返される。父の背中をぽんぽんと叩きながら、父の背中はこんなに小さかっただろうかと思った。

　子どものように泣き疲れて眠る父に掛け布団をかけて自室に戻る。

　少しだけ冷静になって、彼からの言動や行動のなにに怒りを覚えたのかを考える。理由かはわからないが、彼はどうしても陽鞠に家政婦をしてもらいたくて手段を選ばなかったということだ。

　まず、その理由がわからないから彼の行動が解せない。なにか騙されているのではという気持ちにもなるし、この先どうなるかわからないのが不安だ。

　それに彼は最初どこか威圧的だったというのに、どこか低姿勢でもあった。彼という人物が会話の中で見えてこなかったのも不安の一つなのだろう。

　陽鞠が勤めている会社の顧客でもあるし、節子からも話を聞いている。節子が信頼しているのだから、変な人ではないと思いたいが、陽鞠個人が判断するには判断材料が足りない。

　陽鞠は、枕をぎゅっと抱きしめ、伸ばしながら組んだ足を左右に動かす。やはり苛立ちは残る。唇を尖らせながら悶々としていると、スマホに通知が届いた。開くと蒼士からの連絡だった。

　今日の帰り際にＳＮＳと電話番号を交換したのだ。これから先必要になるからという理由で。たしかに、あのまま別れてしまえば彼が直接陽鞠の自宅か会社に向かうしか連絡手段がない。そうなれば、ご近所や会社の人から奇異な目で見られてしまう。そのことを考えると交換を断るということはできなかった。

「なになに？　〝詳しいことはまた会った時に書面にしますが、取り急ぎ給与面とこちらが肩代わりした借金についての条件をお伝えします〟か……。仕事がはやいと言えばいいのかなんと言えばいいのか」

　内容を読んでみる。

　日給制として手渡しでの支払いか、月末に振り込みのどちらか好きなほうを選んでいいとのこと。また、自宅から通う場合交通費は全額支給。借金の肩代わりについて利子は無し、給料からの天引きとする。住み込みでの場合、手当をプラスで支給。

「んんんっ？　おかしくない？　おかしくない？」

　いくらなんでも好条件すぎる。やはり詐欺なのではという気持ちになる。また、給料がよすぎて、口が開いた。どうしてこんな金額にと疑問に思い、考えた結果思い至ったのはフェリスに支払っていた金額を五日×一ヶ月にした金額だということだ。

　蒼士は週三日三時間の契約をしていた。それを五日にした計算だ。しかもここには交通費もしくは手当が加算されていない。いや、借金の天引きもないということを考えると手取りはもっと減る。だとしても、フェリスで働いているよりも破格の給料だ。

「詐欺かな？　もう詐欺じゃない？　私いくら借金掴まされるの？　もしくは臓器……」

　警戒し自分の未来が暗いかもしれないと考えても、陽鞠には選択肢がない。詐欺だった場合に備えて、会話の録音でもしておこうと思ってしまう。

　陽鞠は脳みそがオーバーヒートしたため、考えることを放棄して眠りについた。




　それから会社に辞める旨を伝え、引き継ぎなどを含め一ヶ月後の退社となった。プレミアムスタッフの一歩手前まできていたが、なれずじまいと落ち込んだ。けれど、事務所の所長のはからいでプレミアムスタッフになるための試験を受けさせてもらえることになった。この先なにかあった際、有利だからと。ありがたいことだ。

　蒼士とはあれから一度だけ会った。彼が作成した契約書を受け取るためだ。きちんと読んで納得したらサインをして欲しいと伝えられた。読めば読むほど陽鞠に優位な条件の契約書で本当に穴がないのか何度も確認したし、拡大コピーまでしてみた。それでも、穴は見つからなかった。

　陽鞠は息を止めて、一気にサインを書き判子を押した。これでもう後戻りはできない。なにがあっても、全力でやるだけだ。

　一ヶ月後、陽鞠は自分の服や生活用品を持って蒼士のマンションへとやってきていた。














第二章









　結局陽鞠は住み込みで働くことにした。なにせ、契約書には陽鞠が使う部屋に勝手に入った場合や、手を出した場合慰謝料を払うという項目があった。陽鞠に手を出すにはリスクが高い金額だった。いっそのこと、陽鞠は陽鞠で彼のことを利用してお金を貯めればいい。心配なのは、父がまた借金を作らないかどうかだけだ。

　だから家を出る前に父に、今後判子やサインをする場合陽鞠の許可なくしてはならないという書面を作った。これにどれほどまでの効力があるのかわからないし、ないのかもしれない。それでも、こういったものがあれば断りやすいのではと思ったのだ。

　事前に渡されたカードキーを使って、エレベーターに乗り込み蒼士の部屋へと向かう。チャイムを鳴らすと、ジーンズにシャツというシンプルな格好をした蒼士が出迎えてくれた。

「いらっしゃい」

「本日からお世話になります」

「いやいや、どちらかというとお世話になるのは俺のほうだよ。一通り説明するけど、俺の部屋以外はどこの部屋も好きに入って掃除をしてくれてかまわない。物の置きかたに拘りもないから君のやりやすいようにしてくれ」

「はい」

　それでいいのだろうかという気持ちが芽生えるものの、蒼士は特に気にした様子もなく陽鞠に説明を続けていく。

「あと、君の部屋はそこ。鍵はかけられるし、必要なものは揃っていると思う。あと、日々の食費はこれ。一ヶ月分だから、好きに使ってくれ。買いそろえたいものがあればそこから使って、領収書だけいれておいてくれ。今日は夜の七時には帰るので、夕飯を作ってもらえるとありがたい」

　この人はやはり変だ。脅迫めいたことをしておきながら、どこまでも低姿勢。仕事の関係なのだから、親しくならなければいいとわかっているが、なんだかこちらが心配になってくる。自分が騙されているという疑惑はありながら、彼のほうが騙されやすそうなタイプだと思ってしまう。

「わかりました。和食でいいですか？」

「あぁ、ぜひ。あと、いつでもかまわないから、からあげとオムライスときんぴら。それと……カレーを作ってほしい」

　蒼士は目を少し細め、口端をあげた。どこか照れたような笑みだ。

「わかりました。では、今日はさっそくからあげにしますね」

「楽しみだ。それじゃあ、俺は仕事にいくから後はお願いするよ」

　玄関へと向かう蒼士の後を追い、床に置いてあった鞄を手にとって彼に渡す。

「いってらっしゃいませ」

「なんだか、とても新鮮だ。いってきます」

　蒼士は鞄を受け取り、恥ずかしそうに告げて出て行った。

「……、な、なんなのあの反応！　やりにくい！　やりにくいっていうかとまどうっていうか、私はどうやって対応すればいいの……！」

　そして思うのは彼が二重人格なのではないかということ。でなければ、この二面性を説明ができない。

　仕事関係以上ではないという態度をとっていこうと思っていたのだが初日からこれではどうなることか。陽鞠は、小さく息を吐きだしてから、あてがわれた部屋へと向かう。

「うそぉ……」

　部屋には質の良さそうなシーツがかかったベッドや、ドレッサーが置いてある。クローゼットを開けると、新品のエプロンとパジャマなども置かれていた。どう考えても陽鞠宛なのはわかるが、彼がこれを自分で選んで買ったのだろうか。給料を貰うのだからこんなことまでしてもらう必要はない。けれど受け取らないのも悪いだろうか。そっと元のあった場所に置いて新品のエプロンだけを取りだす。

　受け取った食費の袋を開くと、一万円札が十枚入っていた。

「いや、ありすぎでしょ……！」

　初日だからどれぐらいが丁度良いかわからないということだろうか。それに、必要なものを揃えていいと言っていたので、その分が入っていると考えると別段多すぎるわけではない。陽鞠は、キッチンへと向かい冷蔵庫を開ける。

　陽鞠がくる直前までは家事代行が入っていたため、材料はそこそこある。冷蔵庫にあるもので副菜とスープは作れるだろう。鶏肉はなかったのでスーパーに買いにいかねば。

　このマンションの二軒先に高級スーパーがあり、蒼士のような顧客相手には基本そういったスーパーで買い物をしている。蒼士自身からそういった要望はないが、やはりそこはプレミアムコースだ。

　陽鞠は財布と食費の入った袋を持ってマンションを出る。鞄の中にはエコバッグを入れて、スーパーへ向かいリクエストされたからあげの材料を買っていく。調味料の残量はそこそこあったし、必要な材料だけでも問題ないだろう。明日はオムライスにするとして、その材料も買っておかなければ。

　籠のなかに材料をいれていると、スマホが震えた。確認すると蒼士からで【言い忘れたけど、夕飯は一緒にとってほしい】と書かれていた。陽鞠は唇をへの字に歪ませながら、了承と送る。

　住み込みの家政婦であったとしても、本来一緒に食事はとらない。陽鞠は自分用に作った食事を先に一人でとるつもりでいた。けれど雇い主からの要望なので断るわけにはいかない。一人分で買っていた材料を二人分に増やしていく。

「まって……。もしかしてこの食費二人分……？」

　陽鞠はこの食費代を蒼士一人分と買いそろえたいものの資金だと思っていた。けれど、この先も一緒に夕飯をとるのならば、この金額は二人分なのかもしれない。

「……確認しよ」

　正直、食費代が浮くのでありがたいはありがたいのだが。いくらなんでも陽鞠に対して払いすぎだ。もちろん金額分働くつもりではいたが、これでは適正な給与金額とはいえない。あちらに提示されたこととはいえ、自分がぼったくりをしている気分になる。

　買い物を済ませ、マンションへと戻る。

　広々としたキッチンに買い物袋を置きながら、キッチンとそこからみえるリビングを見渡した。前回来たときは、急遽のことだったし最低限のことを完璧にこなすことに集中していたので、なにも考えていなかったが、こうして改めて立ってみると最新式のキッチンに感動する。

　陽鞠の家ではガスコンロを買って使っていたので大きなオーブンに憧れていた。それがキッチンの下に組み込まれているのだ。このオーブンがあれば料理の幅も増えるというもの。これまでは家事代行で節子が料理を作っていたので、基本的な器具などは置いてある。そんなに買い足すものはなさそうだ。

　材料をキッチンに広げながら、必要のないものを冷蔵庫の中へと片付けていく。冷蔵庫の中には食品保存容器が何種類か入っている。フェリスの家事代行を頼んでいたはずなので、最後に作られた料理たちだろう。まだ残っている品を副菜として、出そうと考えながらテキパキと動いていく。

　思考がどんどん仕事モードへと入っていき、手早く料理の下準備をはじめだす。からあげは揚げたてがやはり美味しいので、蒼士が帰ってくるタイミングで揚げよう。先に彼にはお風呂に入ってもらい、その間に揚げていけばちょうどいいだろう。彼が帰ってきてからの算段を考えながら、最低限の準備を終えた。

　時計をみるとまだ夕方の五時だ。基本的な掃除も終えてしまったし、部屋の中はとても綺麗な状態。やることがなくなってしまった。

「給料泥棒な気分……」

　やはり蒼士に相談をして最初に定時された金額から引いてもらおうか。貰いすぎも不安になるが、せっかくくれるというものを断るのもという気持ちになる。結局自分自身とても現金なのだ。最低限のお金さえあれば生きてはいけるが、生活は苦しいし余裕がない。余裕がないと、笑えなくなっていき押しつぶされていく。世の中お金が全てではないが、お金がなければ最低限の生活すらできない。なんとも矛盾したことだ。

　スマホから通帳にいくら入っているのかをサイトで確認する。

「ん？　皇さんからの入金がある？」

　まだ給料日ではないというのに、すでに入金されていることに驚く。しかも、そこに記されている金額にも口が開いた。これは本当に陽鞠の借金を引いた金額なのだろうか。貰いすぎるのもと思ったが、これは駄目だ。早急にすりあわせが必要な事案だ。もはやこの金額は、彼の愛人へのお小遣いのようなレベルだ。もちろん、蒼士がそういったタイプの人ではないと思っているが、的確な言葉が見当たらないぐらいに陽鞠は現在混乱している。

　お金の使い方を知らないお金持ちの子どもなのだろうかと本気で思いたくなる。

　陽鞠は立ち上がり、普段の掃除ではやらない場所である排水溝の中などいたる部分を掃除しはじめた。これ以上掃除をする場所がないという状態のころ蒼士が帰宅した。

「ただいま」

「おかえりなさいませ。先にお風呂に入ってください。その間に料理の仕上げをしますので」

「わかった。今日はからあげだったね。楽しみだ」

　屈託のない笑顔を蒼士が浮かべた。ただのからあげだというのに、なぜそこまで嬉しそうにするのか陽鞠にはいまいち理解ができない。彼がお風呂に行くのを見送ってから、キッチンに行きからあげを揚げていく。からあげをお皿に盛り付け、惣菜を小皿にうつしていく。

　お風呂から上がった蒼士が、鼻をすんすんとさせながらキッチンの中へと入ってきた。
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「いいにおいだ」

「今、テーブルに持っていきますので。そう、覗き込まないでください」

「ごめん。気が散るかな？」

　蒼士がしゅんとする。雇用主と従業員という立場のため、こちらからは気安くするつもりはないというのに。テーブルの上に二人分の食事を置き、正面に向き合いながら「いただきます」と言った。

　蒼士がからあげを口の中に放り込むと、目を見開いてから目尻が下がっていく。咀嚼しながら口角が上がっているので、どうやら口に合ったようだ。

「あー、うまい。温かい味噌汁もご飯もうまい。代行で来て貰っていたときって、食品保存容器に全部入れてもらっていたし、ご飯も冷凍していたのを電子レンジで温めていたから炊きたてのご飯を食べるのは久しぶりだよ」

「やはり出来たてが一番ですからね」

「その通り。あぁ、この味も久しぶりだ」

「……？」

　陽鞠は少し首を傾げる。久しぶりという言葉の意味を考えた。彼女が代行で作った料理以来という意味だと推測できるが、彼のしみじみとした何かを懐かしむような言いかたはそれとは別のようにも思えた。

「明日は何だっけ？」

「オムライスの予定です」

「あー、オムライスとかも久しぶりだ。仕事でランチに行くともっとかしこまったものだし、代行の作り置きだとオムライスみたいなのは無理だろう？」

「たしかに、事前に一食分作って欲しいという要望があれば可能だとは思いますが、一食分だけの作り置きは難しいところですね」

「だから嬉しいよ」

　作った側からすれば、こうして喜んでもらえることは嬉しい。それに陽鞠からすれば誰かの家の味に寄せた料理ではなく、陽鞠自身の家の味だから美味しくも思える。なんだかんだと、家の味が一番だったりする。

　食事を終え、軽くお皿を洗ってから食洗機の中にいれる。その間に残った料理を冷蔵庫にしまい、コーヒーを淹れた。コーヒーを彼の前に置く。

「ありがとう」

「いえ、……あの、ご相談したいというか確認したいことがあるのですが」

「なんだい？」

「給料なんですが」

「あぁ、今月分は先に入金しておいたんだ。伝えないままですまない」

「それはいいのですが、あれではあまりにも給料が高すぎます」

「……そうかい？　家事代行を頼んでいたときとそう変わらないと思うんだが」

「あれは、一度会社に入っていますので。私の取り分はもっと少ないんです」

「それはわかっているけど。高すぎて不満ということかな？」

　陽鞠は両手の指先を無意識に絡める。彼の瞳が無機質なものになっていくように思え少しだけ恐怖を覚えた。彼の機嫌を損ねれば仕事に支障がでるとわかっているが、適切な給料というものは存在するのだ。貰えるのなら貰っておけばいいという領域を超えてしまっているのだ。

「わかった。少しそのあたりを話し合おうか。君の分のコーヒーを用意して座って」

「わかりました」

　一度頭を下げてから、自分用にコーヒーをいれていると、蒼士が一度席を立ち自室へと戻っていった。コーヒーをいれ終わり先ほどと同じ場所に座る。すると蒼士も戻ってきて座った。

「さて、一応これが君と取り交わした契約書だ。ここに給料について記載している」

「はい、本来であれば基本給より減るはずなのですが、むしろ高くなっています。それに、ここから借金の天引きがあるはずなのにそれがされているようには思えません」

「いや、ちゃんとしているよ。手当分が加算されているから、不適切な金額というわけではないと思うんだが」

「それでもです。正直毎日の料理はともかくとして、洗濯はほとんどしていませんし掃除も毎日は細かいところまで掃除しません。場所によっては掃除をしすぎると劣化していくこともあります」

　そう、陽鞠は洗濯はほとんどしていないのだ。理由とすれば、マンションでは専用の袋にいれてコンシェルジュに預けれるとクリーニングされて返ってくる。蒼士は全ての服をクリーニングにだしているため、彼の服を洗濯する必要がないのだ。フェイスタオルなどは洗っているので、それらと陽鞠の服ぐらいしか洗濯するものがない。

　ペットの世話だったり他のことだったりがあればまた別なのだが、彼からはそういった要望はなくただ家の最低限の仕事をしてほしいというだけだ。

「君としてはどれぐらいが適正価格だと思う？」

「え、そう……ですね……」

　答えにくい質問だ。

　正直陽鞠の小心者な性格上、現在貰っている金額の三分の二程度がちょうどいい。もちろん借金分の天引きもしてだ。

「答えにくい質問をして申し訳ない。ただ正直に答えてほしいところだ」

「わかりました。では、まず振り込まれた金額の三分の二でお願いします」

「それは、そこから諸々を引くのかい？　それとも引いての金額？」

「引いての金額でお願いします」

「わかった。来月からはそうしよう。今月分はすでに支払ってしまっているし、それでお願いするよ」

「わがままを言って申し訳ございません」

「いや、こういうのはそれぞれ価値観があることだから。俺の価値観を君に押しつけるのは筋が違うからね」

「ありがとうございます」

　もう一度頭を下げてから、陽鞠はコーヒーを飲みきった。マグカップの片付けをし、洗い終えた食器を片付けて陽鞠は自室へと戻る。ベッドにごろんと転がってから深い息をはきだす。

「あー、緊張したし疲れた」

　ベッドの上から手を伸ばし、鞄からノートを取りだす。彼女が数年間付け続けている家計簿だ。今陽鞠は蒼士の自宅に住みこみでいるが、実家の家賃は陽鞠が支払っている。定期的に自宅に帰って作り置きもしなければならない。大変だし、出費もそこそこあるが二人暮らしをしていたときよりは断然楽になる。

　これで少しは自分にも時間が使える。それが嬉しくもある反面、どうすればという気持ちにもなる。働くのに必死で生きるのに必死で、陽鞠には趣味がない。テレビは見るが、ハマっていたドラマがあったわけでもない。

　化粧だって質素だ。スキンケアに気をつかいたくても、そこに回すお金がなかったので顔には少しシミがある。

「家計簿つけて、この先をシミュレートして、自分に使えるお金の算出しないと」

　これからどれぐらいここで働けるのかはわからない。たとえば、蒼士に恋人ができたり結婚するということになれば働くことはできない。いくらなんでも、二十代の女性が住み込みで働くことに恋人や結婚相手がいい顔をするわけがない。陽鞠だって嫌だ。

　それを考えると長く働くことはできないだろう。余裕が持てるようになるとはいえ、使いすぎるのは厳禁だ。できるだけ貯金もしていこう。




　翌日、陽鞠は朝の七時に目を覚ました。ふかふかのベッドの上で少しばかりぼんやりとしてから動きだす。洗面所で顔を洗い、歯を磨く。いつものＴシャツにジーンズという格好になりエプロンをつけて髪の毛を一つに纏めた。

　冷蔵庫を開け、朝食作りを始める。蒼士が家を出るのが九時頃のため、八時過ぎには朝食を食べられる状態にしたい。魚を焼いたり、卵焼きを作る。とてもスタンダードな朝食だ。

　朝食を作っていると、蒼士が質のよさそうなパジャマのまま欠伸をしながらリビングへとやってきた。

「おはようございます」

「おはよう」

　まだ頭が起きていないのか、髪の毛も寝癖がついて瞼が重そうだ。雇い主にこんなことを思ってはいけないが、可愛いと思ってしまう。リビングのソファーに座り、五分ほどゆったりしてから蒼士が動き始める。顔を洗い、ひげを剃って、スーツに着替えてリビングに戻ってくると頭も起きたのか顔がすっきりしている。

「なんだかいい匂いがする。鮭かな？」

「はい、スタンダードな朝食ですけど。和食を作りましたが大丈夫でしたか？」

「あぁ、いい匂いだ。朝はいつも食べないか、パンを軽くとかが多いからね。朝からちゃんとした食事を取るのは久しぶりだよ。お味噌汁もいい。なんだか落ち着く」

「それでしたらよかったです。毎日和食では飽きてしまうでしょうし、時折はパンでも朝食を作ろうと思うのですが」

「いいね。俺は特に嫌いなものはないし拘りもないからね。君が好きなように食事を作ってくれてかまわないんだ」

「だからと言って、皇さんの好みや食べたいというのを無視するわけにはいきません。なにか食べたいものがあれば、早めにおっしゃってください」

「ありがとう。そうさせてもらうよ」

　食事を終え、蒼士にコーヒーをだす。彼はアイパッドを取りだして、なにかを眺めている。仕事なのかニュースなのかはわからないが、とても真剣な顔だ。九時頃になると蒼士が立ち上がった。

「そろそろ行くよ」

「はい、わかりました」

　玄関先で見送りをし、陽鞠はキッチンに戻って片付けをする。食事を作るのは基本朝と夜だけ。ランチミーティングをすることが多いらしくお弁当は作らないことになった。

　土日祝休みのため、休日は食事を作らなくてもいいのだが彼が休日簡単に食べられるように作り置きもしておかなければならない。始まったばかりの住み込みでの家事仕事。相手の生活リズムをまだ把握できていないので、まだまだ試行錯誤やお互いのすり合わせが必要になりそうだ。

　それからというもの、朝と夜はだいたい一緒に食事をした。休日もお互いが家にいれば食事を一緒にとったし、休みなのだからと蒼士が出前を取ってくれたりもした。

　思っていた以上に過ごしやすく、ストレスがあまり蓄積されない。蒼士も契約書に書くだけあって、こちらに対して紳士的でよこしまな目でこちらを見るようなこともない。お風呂など最初は心配していたが、陽鞠が彼が仕事に行っている最中に済ませてしまえばいい話だったので問題は今のところ感じていない。

　それにどちらかというと、一緒にいる時間が長すぎるからか会話が増えていき、友達のような感覚になり始めていることのほうが問題だった。始まって二週間ほどしか経っていないというのにこれはまずい。この状態が続いてしまうと、陽鞠のほうが彼との関係の線を踏み越えてしまいそうだ。

　彼の今の様子をみていると、なぜあんなかたちで陽鞠を自分で雇用して家事を任せたのかが不思議でしかたがない。借金をたてにして拒否権を無くすようなやり方でなくても、もう少しあったと思うのだが彼はどうしてかあのやり方を選んだのか。

　それほどせっぱつまっていたのだろうか。そうだとしたらいったいどうしてなのか。疑問は疑問を呼び寄せ、明確な答えにはならない。そもそも、これに関しては蒼士から聞かない限りわからないことだ。

　毎日掃除をしていると、簡単な掃除だけでも十分綺麗になってしまう。もちろん定期的に排水溝のなかや普段なかなか掃除しない部分も掃除するが、それも先日やったばかりだ。そうなると料理に力が入るようになる。さすがに毎回凝った料理はださないが、それでも普段よりも手間のかかるものを作ったりする。

　時間がある時は、作り置きできるものを作って食品保存容器にいれ、実家に持っていったりもする。往復一時間程度かかるが、父の様子もうかがえるのでいい。陽鞠と約束したのもあってか、父は顔を合わせるたびに「判子は押してないし拇印もしてない！」と満面の笑顔で伝えてくる。いいことではあるが、まるで子どものようだ。

　ただ父は以前二人で暮らしていた時よりもしっかりしている。自分で食事の用意もするし、洗濯だってする。買い物がてらに散歩をしたり、最近では煮物を作るのにハマっているらしく味見をしてくれと頼まれるぐらいだ。

　もしかしたら自分は父が一人で立って歩くのを邪魔していたのではないかとさえ思った。

　そんなことを考えていたせいか、深いため息が出ていた。

「どうしたの？」

「ひぁっ！　す、すみません！　お迎えもせずに」

「いや、直帰したからいつもより早い時間だし。連絡もしていなかったから」

　今日は平日なので油断していた。まさかこんなにはやく帰ってくるとは思わなかった。考え事をしながら料理をしていたため気配に気づかずお迎えをできなかったなどなんて失態だ。

「ところで、深いため息を吐いてたけどなにか悩んでいるのかと思って」

「あの、その……」

　雇用主に話すようなことではない。どう誤魔化すか悩んでいると。蒼士が穏やかに笑いながら話しかけてくる。

「話すだけでも気がまぎれるんじゃないかな？」

　彼のこういう仕草や声の温度に、陽鞠の心がゆるゆるになっていってしまい。気が付けば、父とのことを話していた。

「なるほど。君は寂しいんだね」

「そうなのかもしれません。もしかしたら父に依存していたのは私のほうだったのかもと思い始めたら、なんだか思考がループしてしまって。それに、そのせいで父が立ち上がるのを邪魔していたのかとも思って……」

「たしかに依存だったのかもしれない。けれど、君のお父さんにとって必要な時間だったんじゃないかな。神永さんが居てくれて支えていてくれたからこそ、今一人でつつがなく暮らせるんだと思うよ。ただ、その代わり君は喪主のようになってしまったんじゃないかな」

「喪主……ですか？」

「喪主の人って、一番忙しいんだ。葬儀屋の人との打ち合わせから挨拶だったり、香典返しの準備だったり、他にもいろいろと手続きが必要でね。だから喪主の人は故人を思って涙を流し切れない人も出てくるんだよ。君の場合は、お父さんが自分以上に落ち込んでいるのを見て、しっかりしないとって思ったんじゃないかな？」

　彼の言葉に〝あぁ、そうか〟と納得をした。たしかに母が亡くなった時は大泣きしたが、すぐに葬儀屋への手配などが必要だった。病院から渡された一覧を父は手に握りしめたまま項垂れて動かなかった。

　父になんども電話をしようと言ったが、小さく頷くばかり。結局陽鞠が代わりに一覧の中から電話をかけて、お願いをした。それ以降も喪主は父だが、実質打ち合わせなどをしたのは陽鞠だ。その後も父が休職したこともあって、母のことを考える前に仕事をしなければならなかった。

　今さら気づく。

「私は、階段の一つをジャンプして飛び越えてしまったみたいです」

　父が一人で楽しそうに暮らしているのをみて、寂しいとも感じたが同じだけどこか妬ましさや苛立ちがあった。なぜそんな感情が生まれたのか理解ができなかった。むしろなんて親不孝なことを感じるのだとすら思った。

「なら、その階段を踏もうか。今日はもう、君の仕事は終わりだよ。今から君のお母さんの話を聞かせてくれるかな？　一個ずつ思い出してみよう」

　陽鞠は蒼士の言葉に甘えた。今を逃したら、これから先一生母の死を受け入れ本当の意味で乗り越えることができない気がした。父への苛立ちは、娘がどうなっているのかも気づかずに一人で前へと進んでしまったからだ。

「母は、料理が上手で……、綺麗好きでした。小さいころから、母のご飯が大好きで。ときどき父も作ってくれたんですけど、私が母さんのが良いなんて我が儘を言って困らせたりしました。いつも優しくて、穏やかで、怒るとやっぱり怖かったですけど。……大好きでした。いえ、今も大好きです」

　頭の中で一番古い記憶の母が笑い、そこから順に三人で過ごした日々が脳内に映画のように映しだされていく。

「入院してから、母はごめんねって謝っていました。二人を残していくのは心配だとも。自分のほうが辛いはずなのに、いつも私や父の体調を気にしていて。丁度私の就活の時期だったからか、就活はいいのかと言われました。正直、就活よりも母でした。仕事は多分どうにかなるけど、母との時間はもう限られているのはわかっていましたから」

　頭の中の映像は鮮明なのに、どんどん目の前が滲んでいき蒼士の顔がどんな風なのかもわからない。

「最後、私は用事があって病院にはいなかったんです。父から電話がかかってきて、電話越しに母に向かって〝もう少し頑張って、陽鞠がくるまで頑張って〟という声が聞こえました。それで状況を理解して、タクシーを拾って大急ぎで病院に行きました。病室に着いて、母が私をみて笑ったのが……最後にみた母の顔です」

　そこまで話し終えた瞬間、涙がぼろぼろと零れた。胸の中が苦しくて、喉が熱くなる。嗚咽を我慢すればするほど、息がしづらい。

「はい、ティッシュ。君は、お母さんのことが大好きだったんだね」

　こくこくと頭を何度か上下させて、答えを返す。差し出されたティッシュを数枚とって、目頭におしつける。

「泣くのは大事なことだよ。きちんと泣こう。お母さんのことを思って」

　その後はバカみたいに泣いた。子どものように声をだして、雇い主である蒼士に迷惑をかけていると頭の隅でわかっていても、涙を止めることはできなかった。しばらく泣いてから、泣きすぎて頭痛がしてきた。

「顔を洗って、水を飲んで、今日は寝てしまいな。そして明日の朝にはまたいつもの笑顔を見せてくれたら嬉しいよ」

　一度頷いて、陽鞠は言われた通りに顔を洗い、水を飲んで、自室に戻ってパジャマになってベッドに潜った。ガンガンと痛みだす頭をさすりながら、また少しだけ母のことを思い出して泣いた。やっと、胸の奥につっかえていたものが取れたような気がした。

　そして最後まで一定の距離を保っていた蒼士に少しだけ笑いが零れる。普通ドラマや漫画だったら泣いているヒロインを抱きしめて慰めるだろう。実際蒼士の手が何度か動いていたのは気がついた。そっと陽鞠の頭を撫でようとして、空中で止まりさっと戻していた。契約があるからとはいえ、なんとも律儀な人だ。

　やはり、彼がこんなかたちで家政婦にしたのにはなにかしら理由があるような気がする。でなければ、あんな契約もしないし給料だってもっと安いはずだ。聞けば教えてくれるだろうか。それとも、いつか言ってくれるのを待ったほうがいいのだろうか。

　明日は、彼が好きなものを作ろう。そんなことを思いながら陽鞠は眠りについた。














第三章









　陽鞠が、蒼士の家で仕事をするようになってから一ヶ月ほどの時間が経過していた。その間は、特に変わりなく一緒に会話をしながら食事を取り、彼を仕事に見送ったあとは掃除などの細かいことをし、ときおり実家に行った。

　いまだに疑問をぶつけてはいない。ただ楽しそうに食事をする彼をみていると、改めて真面目に問うのがはばかられるのだ。

　一ヶ月も経つと、今の生活にもだんだんと馴れてくる。

　正直一ヶ月前に比べて、とても過ごしやすいし気持ちがいい日々だ。いろいろと余裕ができたからか、やりたいことも少しずつだが出てきた。それは料理のレパートリーを増やすこと。

　元々料理が好きだったが、家事代行の仕事は限られた時間でどれだけの品数を作れるかというのがあって時短でできることがメインだ。だが今は時短ではなく少し手の込んだこともできるので楽しい。それに蒼士の家のキッチンが素晴らしいのもある。大きなオーブンがあれば、鳥の丸焼きだってできる。さすがに普段の日に出すことはないが、いつか挑戦してみたい。

　それに毎日凝ったものを作っているわけではない。さすがに凝ったものを作り続けるのは大変だし、蒼士も飽きてしまう可能性があるからだ。ただ、蒼士はどの料理も美味しいとしか言ってくれない。陽鞠はそれが嬉しくもあるが、好みがあまり把握できない。

　ただ魚よりもお肉のほうが好きな気がする。なにせ、お肉がでた夕飯はご飯をお代わりするからだ。それだけはとてもわかりやすい。

　今日はいい挽き肉が安くなっていたので、ハンバーグを作ることにした。

　ハンバーグを作るさい、素手はＮＧだ。なので使い切りの手袋をして、手のひらの熱を肉にうつさないようにする。このあたりは好みにもよるが、陽鞠はあまりタネをこねすぎないようにするのを心がけている。ある程度肉の粒が残っているほうが、肉感があって美味しい。

　ハンバーグの型を作って、冷蔵庫にいれておく。

「今日は煮込みにしようかな」

　そんなことを考えていると、ガチャっと玄関から音がした。陽鞠は慌ててエプロンを外して玄関まで迎えにいく。朝、きっちりと纏まっていた髪の毛を少しだけ乱した姿を目にして、にやけそうになる笑みをきゅっと引き締めた。正直、蒼士の見目はとてもいい。見ているだけでかっこいいなと口元が緩くなってしまうのだ。働いている身として、そういった感情を表にだすわけにはいかないので、日々鍛錬という状態だ。

「おかえりなさい」

「ただいま。あー、お腹空いたよ」

「すぐに準備します。先に、お風呂に入ってください」

「ん、わかった」

　陽鞠はエプロンをつけなおして、急いでハンバーグを焼き始める。煮込み用のソースを作って、焼いたハンバーグを煮込んでいく。ハンバーグの味が濃いため、スープはさっぱりとした野菜スープにした。茹でておいたいんげんやにんじんも添えてハンバーグを作り終える。ガチャっと扉が開く音が聞こえたので振り返ると、ハーフパンツをはき、上半身裸の蒼士が頭をタオルで拭きながら入ってきた。

「あ、いいにおい」

「……っ、す、皇さん！」

「なに？　顔赤いけど、なにかあった？」

　蒼士がこちらを見てきょとんとした顔をする。蒼士が指摘するほどに陽鞠の顔は赤くなってしまっている。陽鞠は、視線を手元に向けて彼を直視しないようにした。

「もしかして煮込みハンバーグ？　いいねぇ。好きだよ。今度ビーフシチューとかも食べたいな。クリームシチューでもいいけど。神永さんの家はクリームシチューはただのスープの枠組み？　それともメイン料理の一つ？」

「ひぇっ、あ、あのっ、近いです……！」

「ごめんっ」

　蒼士が慌てて離れていってくれた。近くで感じたお風呂あがりの匂いが鼻を通り、微かな水滴が陽鞠の服の裾に滲む。心臓がぎゅうっとして痛くなってきた。あぁ、これは駄目だ。この感情が育っては駄目だ。

　陽鞠はゆっくり深呼吸をして、家政婦としての陽鞠の顔を必死に取り繕う。

「もう、そんな格好をして出歩いたら風邪を引きますよ。ご飯を食べる前に髪の毛乾かしてきてください」

「うん、そうするよ」

　蒼士がリビングを出て行くのを見送って、息を吐きだした。なんて心臓に悪い。

　男性と付き合ったことがないわけではない。だが、それは随分昔のことであってこうして男性と近い状況になるのは久方ぶりだ。だから戸惑っているのであって、先ほど咄嗟に思った育ってはいけない感情などそもそも存在しない。そう自分に言い聞かせる。

　素敵な男性と近くにいるというだけで、こんなにも心揺さぶられるなど。自分で思う以上に自分が単純だと自覚する。そもそも、彼は雇用主だしこちらを脅すようなかたちをとってきた人だ。それを肝に銘じなければ。

　蒼士が戻ってきたのを確認して、陽鞠はご飯をよそいテーブルにセッティングする。いつものように二人で食事をすすめる。

「先ほどの質問ですが」

「質問？　あぁ、シチューの話？」

「はい。母がいた時はビーフシチューもクリームシチューもメインという感じでバケットとサラダやちょっとしたものがありました。ただ、それだと足りないからと父のためにもう一品腹持ちがよさそうなのがあったような気がします」

「なるほどなぁ。今だとあんまり作らないの？」

「はい、父と二人きりになってからはあまり。作りすぎてしまって、余らせてしまうことが多かったので自然とあまり作らなくなりました」

「そうなんだ。今度食べたいから、ぜひ作ってほしいな」

「喜んで」

　陽鞠も久しぶりに食べたい。これから寒くなっていく季節だと思うと丁度良いメニューのような気もした。

　食事を終えて洗い物を片付ければ、陽鞠の今日の業務は終了だ。最近は蒼士に誘われて、一緒にワインを飲んだり映画を見るようになった。蒼士が数種類のテレビチャンネルと契約しているので、いろいろな映画や海外ドラマが見られるのだ。

「神永さんの今日の気分は？」

「結構なんでもいいですよ。この間は私が選んだので、今回は皇さんが選んでください」

「わかった。映画とかのチョイスもセンスが問われるっていうけど、どうなんだろうね」

「それって、彼女とのデートの時にどんな映画を選ぶかって話ですよね？　好みで映画って分かれるので難しいですよね」

「男って結構ＳＦとかサスペンスとか好きだけど、女性って恋愛ものが好きだろ？　逆に男は恋愛ものにあんまり興味なかったりするからなぁ」

「私も恋愛映画は好きですけど、最近は女子高生のが多いので見なくなっちゃましたねぇ。嫌いじゃないし、自分が高校生のころはすっごい萌えたというか楽しかったんですけど、こう年を越えちゃうとどうにも」

「まぁ、それはあれだね。君がその映画の客層ではないってことだ」

　蒼士に言われた言葉に納得をした。たしかにそうだ。陽鞠が女子高生ぐらいのときは客層であって、今ではその客層ではない。狙われた層でないのだから、興味があまり持てなくてもしかたがない部分だ。

「よし、今日はサスペンスといこうかな」

「いいですねぇ」

「君はけっこう本当になんでも大丈夫だから楽しいよ。グロいのとかも平気だろ？」

「グロすぎるのは無理ですけど……。なんかこう、夜中に思い出したり料理中に気持ち悪くなるようなタイプではなかったら平気です。ホラーは、くるってわかっていても怖くなるというか……、大きな音とか、わかっていてもビックリしちゃうので苦手なんですよね」

「覚えておくよ」

　二人でサスペンス映画をみて、十二時を越えたころにお互い自室へと戻っていった。

　翌日の土曜日。

　陽鞠はいつもより遅い時間に起きた。遠くから人が動く音がして、落ち着く。

　一人暮らしをしたことがない陽鞠は、誰もいないという状況があまり得意ではない。お互い目に見えず別々のことをしていても、気配があるかないかというのはとても重要なことなのだ。

　着替えてから洗面所へ向かい顔を洗う。軽く身支度を整えてからリビングへ行くと、ソファーでタブレットを眺めながらコーヒーを飲んでいる蒼士がいた。

「おはよう」

「おはようございます。今日ははやいですね。普段はもっと遅くまで部屋からでてこないのに」

「たまにはね。それに今日は買い物にでも行こうと思っててさ」

「そうなんですね」

「電気屋に行くんだけど、一緒に行かないか？」

「へ？」

「調理道具で欲しいものとかない？」

「えーっと、そう言われましても。突然だとなにも思い浮かばなくて」

「そっか、炊飯器とか結構昔のものだからそろそろ買い換えたりしたくてさ。ついでに他にも見たくて。基本俺が使うわけじゃないし、君も一緒に来てくれるとありがたいんだ」

「そういうことならわかりました。お供いたします」

「お供って、いやいや。今日は休みなんだし、折角だからデートということにしよう」

「デート……ですか？」

「そ、俺と君との初デートだ。あ、もちろんむやみに触ったりしないから安心して」

「いえ、そのぐらいは別にいいんですが」

「そういうことを言うと、男は調子にのっちゃうから駄目だよ。ということで、昼前には出ようか。どこかで食事をしてから買い物をして、あれだったら夕飯も外にしよう。美味しいレストランがあるし、そこを予約しようかな。じゃあ、俺はそれまでに終わらせてしまいたい仕事をするよ」

　蒼士が部屋に戻っていってしまったあと、陽鞠は呆けた状態で立ったままだった。体感とすれば三十分――実際の時間でいえば三分ほどで、我に返る。

「え、なにごと？　デート？」

　突然の状況に頭がこんがらがっている。出かけるまでに少し時間があるので支度をするのは余裕だが、デートとなると話が変わる。冗談で言っていたとしても、そう言われたのに普段と同じ仕事着のような恰好ででるわけにはという気持ちになってしまった。

　陽鞠は慌てて自室へと戻り、クローゼットを開ける。

　大きく広いクローゼットだというのに、その中は隅の方に申し訳ないように陽鞠の服が置いてある。普段陽鞠は仕事のしやすさを重点に考えているので、ジーンズにシャツという格好が多い。休みの日に着るとっておきの洋服というのはあまり持っていない。そもそもそんな余裕がなかったというのが、正直なところだ。

　男性と一緒に出掛けるということも、仕事以外ではこの数年めっきりなくなってしまった。大学に入って少したったころには恋人もいたし、恋人の友人も含めて遊びに行くということもした。

　ただ、陽鞠の母が倒れてからというもの時間が取れなくなりすれ違いが続き、知らないあいだに同じグループにいた他の女性と付き合いはじめていた。ショックだったし、泣いた。それでも、その悲しみにどっぷりつかって自分を慰める時間すら陽鞠にはなかった。切羽詰った状況になると、そういった部分をどんどん切り捨てていかないと生きていけなかった。

　陽鞠はクローゼットの一番奥にしまいこんでいたワンピースを取りだした。これは、前の職場で初めてもらったボーナスで買ったお気に入りで大切なワンピース。

　節約してきりつめたなかでも、頑張った自分へのご褒美。

　ネイビーの膝丈ワンピースで、胸元部分に白やピンクの大小さまざまな花が散りばめられている。それにグレーのカーディガンを合わせた。ワンピースに袖を通すだけで、心が躍る。普段はしない格好をしているので、今日は化粧も少し頑張ってみようと鏡の前に座る。

　化粧台に置かれている化粧品は、基本はプチプラのもので最低限しか持っていない。仕事をするときは、汗をかくのでできるだけ薄いメイクをしている。休みの日にたまに出かけるときでも、そんな濃いメイクはしない。

　けれど、今日の格好を考えると少しは濃くしたほうがいい。普段つけるものよりも、濃いめのピンクリップを手にとった。きっと、このワンピースにはこの色が合う。

　髪型も緩めのポニーテールにして、リボンをつけた。

　出来上がった自分の姿を鏡でみて、思わず笑みがこぼれる。そう、着飾るのはとても楽しかったことを思いだした。自分が楽しくて頑張ったことだけれど、彼が自分の姿をみてどう思うのかが少しだけ楽しみでもあった。普段と違う雰囲気にはなれているので、驚いてくれるだろうか。それとも、なにも言わないだろうか。

　どちらだったとしてもいいのだが、もし反応があれば嬉しいかもしれない。そんな曖昧などっちつかずな感情。

「なに、期待してるんだか」

　仕事だと割り切れると思っていた。どうせ、休日もそんなに顔を合わせないだろうし帰ってこない日だってあるだろうと高をくくっていた。そもそも、あんなかたちで強制的に仕事を辞めさせられて、ここで働くように命じられた。あれは今考えても、お願いではなく命令だった。

　それが腹立だしかったし、自分に選択肢がないのも惨めだと思った。だというのに、与えられた環境も勤務内容も給料や手当も、以前よりも格段とよくなっていて、雇用主である蒼士はとても優しい。こちらが不愉快な思いをしないようにと、注意を払ってくれているのもわかる。だからこそ、なぜあんな風なかたちをとったのかが知りたい。

　その疑問は陽鞠が一人で考えたところで答えはでないし、すべて推測をでない。それに対してむやみに悩んでも意味がないことを十分理解しているのに、どうしても考えてしまう。

　なぜこんなにも考えてしまうのだろうか。彼になにを期待して、自分はどうしたいのだろうか。自分がどうしたいのかがわからないのに、相手になにを聞けばいいのかなんてわかるはずもない。

「この無限ループの出口はあるのかなぁ」

　クローゼットに寄りかかりながら、ワンピースの裾を掴んでひらひらと遊ぶ。

「神永さん？　そろそろ出ようと思うんだけど」

「あ、はい。今行きます！」

　陽鞠は鞄のなかに必要なものを放り込んでいく。いつもの大きめな鞄を肩に背負って鏡をみた瞬間。

「これは駄目だ」

　鞄と服が合ってなさすぎてビックリした。いそいで、クローゼットの奥から別の鞄を引っ張りだし必要なものを厳選して詰め直し、部屋をでる。

　部屋をでると、蒼士が待っていた。彼は淡いイエローベージュのスラックスに白のシャツを合わせ、ネイビーのテーラージャケットを羽織っている。

　いつもはもっとかっちりとしたスーツを着て、髪の毛も撫でつけ纏めているというのに、今日はもっとカジュアルで髪型もおろしている。少しだけ長い前髪から彼の目が覗く。

「可愛いね。いつも仕事をしている時はきっちりとしていて綺麗ってイメージだけど。今の君はとても可愛い」

「あ、ありがとうございます……！　皇さんもいつもと違ってその、素敵です」

「そう言ってもらえると嬉しいよ。クローゼットにある服を何度も着ては脱いでを繰り返したかいがあった」

　彼もまた悩んだりしてくれたのかと、口元が少しばかり緩くなる。二人で玄関をでて、地下の駐車場へと向かう。エレベーターを降りると、彼に腕を差し出された。

「今日はデートなので、少し触るの解禁でもいいかな？」

「いいですよ」

　陽鞠は彼の腕をとって、自分の腕を絡めてみせた。

　内心、久しぶりの男性の腕にどきどきしているが、なんでもないように振る舞った。初心だと思われるのが恥ずかしいというわけではないが、心が乱れていることに気づかれるのは恥ずかしいと思ってしまう。

「それじゃあ、行こうか。お姫様」

「やだ、私そんな柄じゃないですよ。皇さんは王子様って感じしますけど。もう、苗字から王子様ですよね。皇って」

「そうかな？　あぁ、でもたしかに皇帝や天皇の息子の場合は皇子っていうか。それを考えると間違ってないね。オウジって言葉のイメージって王の漢字のほうが先にでるけど。ところで、お姫様」

「それ今日一日続けるんですか？」

　お姫様と呼ばれるとむずかゆくなってしまい笑ってしまう。小さいころはお姫様になるのが夢だったなと漠然と思いだす。ひらひらとした綺麗なドレスをきて、美しいティアラを飾って、素敵な王子様の隣に立つなんて夢。

「続けるよ。で、改めてお姫様。せっかくのデートなのに苗字っていうのは少し野暮じゃ無いかな？」

「……、えっ？」

　昔のことを思い出していたせいか、反応が遅れてしまった。これは苗字ではなく名前でという意味なのだろうか。いくら休日とはいえ、自分の雇用主を名前で呼ぶのはどうなのだろうか。

「きっと小難しいことを考えていると思うけど。今日は休みでデートだよ。それに俺としては名前で呼ばれると嬉しいので、仕事中も名前でどうぞって感じだよ」

「それだと仕事のスイッチが入りませんよ。やっぱり苗字で呼びま……」

　〝す〟と続くはずの言葉は、彼の人差し指で止められた。唇に触れる彼の男性らしい指に息が止まる。

「はい、練習。蒼士って呼んでごらん」

「そうし……さん」

　陽鞠が小さな声で促されるままに名前を呼ぶと、彼は嬉しそうに笑って陽鞠の頭を優しく撫でた。

「よくできました」

「子ども扱いしないでください」

　ふいっと顔を背ける。顔が赤くなってしまっているのがバレないといい。こんな恥ずかしいことをこの年齢になってやらされるとは思いもしなかった。

「まさか、こんな可愛い女性のことを子ども扱いするもんか。どうやったら口説き落とせるかを考えてるっていうのに。ね、陽鞠さん」

「もうっ、調子乗りすぎです！　罰金要求しますよ！」

「ごめんごめん。さぁ、そろそろ出かけよう。どうぞ、お姫様」

「……、ありがとうございます。皇子さま」

　開けられた助手席に乗り込む。彼は柔らかい笑みを浮かべながら、運転席に乗り車を発車させた。ジャズが流れる車内は、静かだけれど居心地はとてもいい。お互い無言だというのに、不思議と気まずさを感じないのだ。

　彼に連れられるまま、カフェテラスで軽いランチをとり大型家電量販店にやってきた。地下から八階ほどまでになる大きな家電量販店だ。各階によって置かれている家電が違い、種類も豊富。目移りしそうになる。

「まずは、炊飯器からいこうか」

「そうですね。今マンションにあるのは五合炊きなんで、やっぱり五合炊きのほうがいいですかね。今は基本三合で足りてるといえば足りてるんですけど」

　以前の作り置きであったら三合炊きだと少ないが、今は陽鞠がいて朝と夜にご飯を炊いているので三合炊きでも問題はないのだ。炊き込みを作る時でも三合であれば十分事たりる。

「うーん。それもそうなんだけど、大は小を兼ねるということで五合炊きのほうにしようか。そもそも、俺一合がご飯何杯かなのかもよくわかってないんだけどさ」

「だいたい、お茶碗二杯で一合ってところですかねぇ。皇さん、食べるときはぺろっと三合ぐらい食べちゃったりするですけどね」

「陽鞠さん？」

「……ソウシさん」

　にっこりと覗き込まれて、自分が流れるようにいつものくせで苗字を呼んだことに気がついた。そんな笑顔で名前を呼ばれると、なかなかの圧というのかプレッシャーを感じる。

「それならやっぱり五合だね。別に俺五合炊いて、残った分は冷凍で電子レンジとかでも全然良いんだけど。毎日二回もご飯炊くのめんどうくさくない？」

「そこは仕事なのできっちりと、美味しい炊きたてを提供いたします。ただ、実家とかだと炊けるだけ炊いて冷凍って感じでした。なんだかんだいってご飯の冷凍は楽なんですよね」

　店員に声をかけて、最近の人気だったりどんな風に炊き上がるのかなどさまざまなことを聞いた。蒼士はなぜか最近でたばかりの一番高価な炊飯器を選ぼうとしたので、思わず止めてしまった。

「いや、いいんですよ。いいんですけど、私はこっちのほうがいいなとか思ったりしたり……」

　なにせ高価なものは十万を超える。それを買うのは蒼士なのだとわかっているのだが、思わずそれではなくても別にいいだろうみたいな気持ちになってしまうのは、陽鞠が一般人だからか。そもそも、その高価なほうは数種類のお米のブランドをそれに合わせた炊き方ができるなど、多機能がついている。

　正直陽鞠では使いこなせないので、宝の持ち腐れという状況になってしまうのがもったいないのだ。結局、陽鞠がいいなと言った炊飯器を購入することになった。

「陽鞠さん、なにか欲しいものはないの？」

「欲しいのですか？　一応だいたいの調理器具は揃ってるのでこれといってどうしても欲しいものは……。強いて言うならハンドブレンダーがあれば時短にもなるかなぁぐらいで」

「よし、それも買おう。売り場はどこですか？」

「こちらでございます」

　炊飯器を担当してくれた人がいい笑顔で売り場まで歩きだしてしまう。これはもう、金づる捕まえたから離さないぞという感じだ。強いて言うならとか言わなければよかった。少し後悔しつつも、こうしてキッチン家電をみると気持ちが上がってしまうのはしかたないことだ。

　陽鞠がなにか言うまえに、人気商品と言われるものが選ばれ購入が決まってしまった。

「あ、陽鞠さん。これ、石窯ピザ焼けるんだってこれも買う？　そういえば家にはホットプレートとかもないよね。二人でお好み焼きとかたこ焼きとかやるのも楽しそうだし買う？」

「いやいや、蒼士さん！　少し落ち着きましょう！　落ち着いてください」

「俺は落ち着いてるって」

　はたしてそうだろうか。どちらかというと高揚して、なんでも買うぞという勢いにみえる。

「そもそも、あの部屋をお好みややたこ焼き臭をさせる勇気が私にはありません……！」

「俺はいいのに、ある程度匂いが残っていても俺は気にしないよ。うん、やっぱり俺は陽鞠さんと二人でやりたいからどっちもついているやつも購入しよう」

「ありがとうございます。当店の一押しはこちらになっております」

　陽鞠は諦めることにした。これはなにを言っても駄目なので、大人しく従うことにする。彼が気にしないと言っているのだから、それでいいだろう。明日にでもさっそく材料を買ってこよう。

　それに、楽しそうにあれこれ選んでいる姿をみるのはなんだか可愛いとすら思えた。

　他にもちょっとしたものを購入していき、全てまとめて郵送してもらうよう手配をした。持って帰れないわけではないが、量が多く重い。それであれば、郵送してもらったほうが楽というわけだ。

　買い物を終えたのは夕方五時過ぎ。

　陽鞠は蒼士に連れられて海沿いにあるレストランに連れてきてもらっていた。ここが、彼のおすすめのお店で、わざわざ予約をしてくれた。

「お待ちしておりました。皇様」

「あぁ、今日はよろしくたのむよ」

　エスコートされるまま海が綺麗に見える場所へと案内される。他の席よりも離れていて、静かだ。テーブルの中央に置かれたろうそくがゆらゆらと揺れ、この場所だけ時間がゆっくりと流れていくような気がした。

「なんだか、落ち着きます」

「俺も。ここはゆっくりしたい時とかに一人でくるレストランなんだ」

「誰かと来ることはないんですか？」

「最初に連れてきてもらった時は三人だったが、それ以降俺は一人で来てるな。なんというのか、俺にとって特別な場所に近いのかもしれない」

　彼にとっての特別な場所に連れてきてもらった。その事実に顔が火照る。蒼士の言葉の意味をどう捉えればいいのだろうか。特別な場所に連れてきて貰えた自分が特別扱いされているということなのか、ただいつものお礼だったりデートだからという意味でここに連れてきてくれたのか。

「ここは基本シェフのおすすめコースしかないんだ。あぁ、もちろんアレルギーや嫌いがあれば遠慮無く言って。対応してくれるから」

「アレルギーも嫌いなものもないので大丈夫ですよ。なにが出てくるのかすごい楽しみです」

　このレストランがオープンした当初は、普通のレストランのように数種のコースだったり単品での注文も可能だった。けれどなかなか客足が伸びず、どうしようか悩んでいるときにオーナーがコースを絞ることを決めたらしい。

「誰がなにを注文するかわからないから仕入れを多めにしてたらしいんだ。それによって捨てる食材が出てきたりしてたんだってさ。店内の様子もカジュアルだったのをラグジュアリーな雰囲気に変えて、恋人同士や特別な日にきたいと思わせるようなものに変えたんだって」

「へぇ、それで客足が伸びたってことなんですね」

「それもあるし、隠れ家風にしたのも大きいだろうね。人は、隠れ家風だったり自分だけがしっている特別なレストランというものが好きだから。かくいう俺もその一人になってるんだけど」

「蒼士さんはいつからここに？」

「オープン当初かな。いろいろコースだったり内装だったりが変わったけど。味だけは変わらず美味しいんだ」

「それは楽しみです。こういうお店の料理って普段作ることがないものなので」

「作ろうと思えば作れる？」

「作れるとは思いますが、手が混んで見た目も美しい料理は作ってもらって食べたいです」

「なるほどね」

　他愛のない話をしながら、出される食事に舌鼓を打つ。濃厚なソースで食欲が増すし、聞いたこともないような言葉が羅列されてどういう意味なのかと思いつつも、美味しければなんでもいいかという思考に変わっていく。

　大満足な食事を経て、車へと乗り込む。

「どうする？　真っ直ぐ帰ってもいいし、近くに夜景が綺麗に見える場所があるんだ」

「行ってみたいです」

「なら、行こうか」

　蒼士が真っ直ぐ前を見ながら運転しているのを、横目で見つめる。横顔がとても綺麗な人だと思う。耳に聞こえてくる車のエンジン音、目の前で光るテールランプ、そして彼から香る柔らかい匂い。ただただ車に乗っているだけだというのに、感じるものはたくさんある。

　しばらく車を走らせ、彼が駐車場に車を止めた。外にでると彼に手をとられる。

「暗闇で危ないからね」

「にしても外灯が少ないですね」

「まぁ、だからこそ夜景のスポットでもあるんだ。ここから上の広場まで少し歩くから」

「わかりました」

　相手の顔は確認できるし、どこになにがあるのかも見えている。それでも普段明るい街の中を歩いているので、少しだけ不安な気持ちがわき上がった。無意識に繋いでいる手に力をこめる。

「大丈夫。なにも怖いことはないから」

「……怖がってませんよ」

「そ？　怖がってくれてたら、陽鞠さんが抱きついてくれるかもっていう下心がバレちゃったかー」

「もう、そうやって人をからかって」

　彼の声色は明るく柔らかい。こちらを和ませるための言葉だというのは重々理解できた。優しい人だなと改めて感じる。

　坂道を登り切ると、そこは開けた場所で、数人のカップルが目にはいる。レジャーシートを引いて寝転んでいる人たちもいれば、座っている人たちもいる。

「そこの長椅子が空いてるね」

　彼が見つけた長椅子に腰を下ろして、空を見上げる。

「わぁ……」

　ビルの多い場所では、空よりも地上のほうがキラキラと光ってみえて星の輝きなどはあまり見えない。けれど、ここでは降り注ぐように光り輝いている。

「きれい……」

「よかった。喜んでもらえて」

「こんな……、こんな風に誰かとデートして楽しんで笑って感動するの久しぶりです。連れてきてくださってありがとうございます」

　陽鞠は目尻をさげ穏やかに笑った。こんなに心が凪いだのは本当に久々だ。

　二人で横並びになって、空を見上げつづける。繋いだままの手のひらの熱がじわじわと全身へと巡っていく。そっと視線を彼にうつすと彼も同じようにこちらを見ていた。驚いて少し目が見開く。

　そろって、小さく笑みを零す。

　視線を絡め合い、それが当たり前のように自然と顔を近づけ互いの唇を吸い合った。
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　合意にての行為。ここになんの契約も発生はしない。

　まるで恋人のように身体を触れあわせた。

　身体に灯った熱が冷めることがなく、二人は寄り添いながら車へと戻った。二人だけの世界に入ってしまえば、触れあうことを止められなくなっていく。何度もお互いの唇を求め合う。誰かの唇を甘いと感じるのは初めてのことだった。

　彼の瞳の奥に情欲を感じる。言葉にはしなかったけれど考えていることがわかってしまうのか、彼は車を発車させ目にとまったホテルへと入っていく。なにかに急かされるように部屋を決め、指定の部屋へと入る。どこにでもあるような簡素な部屋だけれど、そういったことを目的とされたホテルだけあって、部屋の中は薄暗く淫靡な雰囲気を醸しだしている。

　扉を閉めた瞬間、壁に身体を押しつけられた。背中に与えられた衝撃に痛みを覚えたけれど、気にならない。それ以上に、余裕のない彼を垣間見られたことが嬉しい。

　一瞬も唇を離したくなくて何度も貪りあう。彼の手が陽鞠のカーディガンに触れ、引っ張るように脱がされる。陽鞠も、それに合わせるように彼のジャケットに手をかけた。蒼士の手が膝丈スカートの裾から進入してきて、太ももから腰へと手が這っていく。人生で初めてストッキングを邪魔だと思った。薄い布越しではなく直接触ってほしい。

　彼の手がストッキングにかかり、下へおろされていく。ストッキングを下ろすのと同時に彼が陽鞠の前にしゃがみこみ、晒されていく素肌に唇を落としていく。陽鞠はなにかに掴まりたい衝動に駆られ、彼のさらさらとした柔らかい髪の毛に触れた。

　太ももから付け根を彼の舌が舐めていく。どんどん身体が敏感になっていき、付け根付近を強く吸われただけで、身体が無意識に跳ねる。まだ触れられてもいないというのに、秘処は愛液でぐちょぐちょになっていて、下着の機能が意味をなしていない。それを見られているのかと思うと恥ずかしさでどうにかなりそうだ。

「駄目だ。止められなくなりそうっ」

「んっ、や、やめないで」

　懇願するように声を上げると、彼は陽鞠の身体を持ち上げてベッドへと連れて行く。ベッドに優しく倒され、彼が陽鞠を挟むように膝立ちになった。

「あのままだと、あそこで挿れたくなりそうだったから。君の身体を痛めさせたくない」

　彼は着ていた自身の服を脱ぎ捨て、陽鞠のワンピースもベッドの下へと落とした。聞こえてくるのは、彼と自分の荒い息遣いだけ。身体の熱が空気に溶け、部屋中が甘くなっていく気がした。部屋の中に冷たさはなく、二人の熱だけが支配している。

　そっと蒼士が陽鞠を抱きしめる。身体に加わる重みに、なぜか愛おしさを感じ彼の背中に手を回した。触れあう素肌があまりにも熱くて火傷しそうだ。頭の中は彼とのことばかりで、茹だってしまいそう。

　蒼士は陽鞠の額や頬、鼻に唇と顔中にキスをし、そのまま首筋に顔を埋めた。陽鞠は埋められた場所に彼の髪の毛があたり、くすぐったくて身じろぎをしてしまう。すると、なぜか彼がより陽鞠に体重をかけた。

「陽鞠さんの身体はどこも綺麗で、吸い付きたくなる」

「あっ、もう、吸い付いているのに？」

「俺が触れていない場所がないぐらいに、触れたいってこと。汗ばんだ君の身体に俺の手のひらが吸い付くのをみると、たまらない気持ちになるよ」

　彼の手で下着のホックを外される。緩んだブラのすき間から、彼の手が入ってきて大きな手で覆われる。たったそれだけで、弄られていない胸の頂がどんどん主張して尖りだしていく。

「かわいい。はやく俺に触ってほしいっていっているね」

「そんな恥ずかしい台詞言わなくてもいいですから……っ！」

「そう？　俺は結構本気で言ってるんだけどね」

「ちょっと笑いそうになっちゃいますよ」

「ならやめておこう。俺はただただ陽鞠さんに気持ちよくなってほしいから、集中してもらわないとね」

　顔を合わせて笑い合う。彼の顔が近づいていき、唇を合わせた。

　ブラを取られ、胸を彼に見られる。決して大きいわけではない胸なので、まじまじと見られると恥ずかしさが募る。なにせ、こういう行為自体も久しぶりだ。どうするのが正解なのかも覚えていないし、満足してもらえるのかもわからない。積極的にいったほうがとも思いつつ、今日は彼に奪われたい。

　彼の手が胸の頂に軽く触れる。指先が触れ、そして指の腹で擦られた。

「あっ、んぁっ」

「陽鞠さんの弱いところはどこだろうね。胸かそれともこっちかな」

　胸の頂を指で挟んで擦りながら、片方の手は陽鞠のお腹へと滑っていき下着の中に手をいれられ、花芯に触れた。

「ひうっ、あぁあ、だめっ、そっちのがだめっ」

「あぁ、やっぱりこっちが好きか。どっちも弄ったらどうなるかな」

　彼はにっこりと笑う。花芯だけでも弄られれば気持ちよくて快楽に頭が支配されてしまうというのに、胸の頂まで弄られたらどうなるかわからない。怖くなって、陽鞠は顔をぶんぶんと横に振るが、蒼士がやめてくれる気配はない。最初はゆっくり優しく同時に触れていく。激しさがないぶん、じわじわと熱が身体に溜まっていく。

　彼が指で花芯を強く擦った瞬間、腰が上がってびくびくと軽く痙攣した。

「あぁっ、んぁあっう」

　ちょっとしたことだったとはいえ、キスと触れあいだけで愛液が滴っていたため、簡単に達してしまった。短い息を吐きだしながら、どうにか上がった心拍数を下げようと思っていたのに、彼の手が下着を抜き取り陽鞠の両足を掴み広げた。

「ひぁ、や、見ないでっ」

　足を閉じようとしたが、彼の身体と手に阻まれて閉じることは叶わなかった。彼の指が陽鞠の秘処に触れ、ぐちゅっと膣内へと挿れた。

「軽くイッたからかな？　凄い濡れてる。ほら、俺の指が君の愛液で濡れてる」

　彼が指を抜き取って、指を見せつけそれを自身の口の中に銜え込んだ。

「も、恥ずかしいことしないでっ」

「そうかな？　陽鞠さんが俺の手で気持ちよくなってくれたって証拠だから嬉しいんだけど」

　恥ずかしげもなくそんなことを言いながら彼が秘処へと顔を近づけた。陽鞠が言葉を発する前に、彼の舌が秘処をべろりと舐めて、膣内へと挿入しぐちゅぐちゅと音を立てながら舐めしゃぶる。

「ん――っ」

　足でシーツをかき、腰をあげて逃げようとしたが彼の両手が陽鞠の腰を掴み引き寄せた。先ほど以上の大きな快楽の波が陽鞠を襲い、弾けそうになる。こんなにも気持ちよくなったことはなくて、過ぎた快楽は恐怖を煽るのを知る。

　波に飲み込まれそうになった瞬間。彼の舌が秘処から離れていく。達しきれなかった身体が、ほしがるように動く。

「や、なんでっ」

「もっと気持ちよくなれたほうがいいと思って」

「え？」

「様子をみる限り、陽鞠さんあんまり馴れてないでしょ？　それなら、最高に気持ちよくしてあげたら俺から逃げられないかなぁって、なんてね」

　言葉は軽く、彼の表情も柔らかい。冗談を言っているのだとわかるのに、なぜだかそれが冗談に聞こえなくて、身震いした。なんだか、ハマってはいけないものにハマってしまったような、踏み込んではいけないところに踏み込んでしまったような感覚。

「ちゃんとイカせてあげるね」

　そう言うと、彼は花芯に触れた。陽鞠は息を飲んだが、腰が震えて逃げられそうにはない。彼は顔を落とし、花芯に舌を触れさせた。ぺろりと舐めてから、円を描くように舐め回し、口に含む。

「あぁあ、あ、あ、あぁっんぁ、あうっ」

　陽鞠はただ嬌声をあげ、彼から与えられる快楽に身を任せるしかない。先ほど少しだけ収まったはずの大きな波がもう一度陽鞠を襲う。彼の舌が花芯を舐めては扱き、吸いあげた。弱い場所を弄られて、陽鞠は目の前が真っ白になっていく。

「だめ、くるっ、や、イくっ、いっ、あぁああっ」

　背中を弓なりに反らし、痙攣させてシーツに沈んだ。肢体を投げだし、薄暗い電球のある天井をぼんやりと眺める。

　そんな陽鞠の耳に、ガチャガチャとベルトを外す音と何かを破く音が聞こえた。

「陽鞠さん、大丈夫？」

「あ、う、……はい」

「そっか、なら続きしようね」

　蒼士が陽鞠の両足を抱えなおし、秘処になにかを押しつけた。陽鞠は思考がうまく働いてはくれず、彼の言葉や押しつけられたものが何なのかすぐには理解ができなかった。愛液でぐちょぐちょの秘処に堅い肉棒を擦りつけられる。

「ひあ、うぁっ、んん、イッたばっかりっ」

　だから少しだけ休ませてほしい。そう言いたかったのだけれど、彼の熱棒は陽鞠の膣内を拡げていく。浅い部分の膣壁を何度も擦られると、奥に欲しいと渇望しだす。けれど彼は奥へとは挿入してくれず、浅い部分を刺激しながら花芯を弄った。達しやすくなっている陽鞠は、ちょっとしたことで軽く達してしまう。そのたびに陽鞠の膣内が彼の精を搾り取ろうと蠢くのに、彼が達する気配はない。

「そ、うしさん……」

「ん？」

「おく、ちょうだい、くださいっ」

「うん。あげるよ。ちゃーんと奥まで俺ので満たしてあげるけど、もう少しイッてみようか？」

「や、だ。やだぁ、こわれる。これ以上イッたら壊れるからぁ」

「うんうん。大丈夫だから、俺のだけを感じていようね」

　あれだけ優しい人が、なぜかベッドではこんなにも鬼畜なのか。これ以上ないほどに優しく抱いてもらっているのはわかっているけれど、これではおかしくなってしまう。いやいやとごねる陽鞠が二度とほど達してから、彼は奥まで穿った。太い熱棒で擦られ穿たれるたびに、足がびくびくと震え身体が動く。あげられるのは甘い喘ぎ声だけで、言葉を紡げなくなっていた。

　大きな絶頂に陽鞠が飲み込まれているというのに、なぜか彼は射精をするを我慢する。その顔からは余裕があまりなく、眉間に皺を寄せている。汗も陽鞠の身体にぽたぽたと落ちているというのに。

　ただ、もう陽鞠は終わりにしてほしくて、出してほしくて。呂律があまり回っていない舌で、懇願する。

「らして……。もう、だしておわりにしてよぉ」

「もう終わりにしないとだめ？」

「だめ、もう、むり、やら……っ」

　目からぼろぼろと涙をこぼしながら、彼の背中に両手を回し肩に顔を押しつける。

　蒼士が息をのみ、強く陽鞠を抱きしめてから先ほどのゆったりとして陽鞠を包むようなやりかたとは反対の動きをしだす。激しく、苦しいほど強い。膣奥をぐりぐりと亀頭部分を押しつけられ、息がつまる。何度目かの絶頂を迎えると、彼の肉棒がより膨れて弾けた。避妊具ごしに彼のものが吐きだされた。

　陽鞠はそのまま意識を失ってしまう。




　ふっ、と瞳を開くと見知った本棚が見えた。すぐには動きださない頭で、現状を把握しようと身体を少し動かす。腰に乗る重みに違和感を覚えながら、振り返ると綺麗な顔が間近にあった。どうやらここは蒼士の部屋のようだ。

　あの後、どうやら彼は意識を失った陽鞠の身支度を調えて連れ帰ってきてくれたらしい。その間まったく起きなかった自分にも驚くし、普段使わない筋肉を使ったせいで全身が筋肉痛状態で、泣きたくなる。

　上半身を起こし、自分の腰部分に腕を絡ませている蒼士を見つめる。彼の頬に触れると、なぜか穏やかに笑う。

　なんてことをしでかしたのだろうかという気持ちもあるが、陽鞠は嫌ではなかった。

　ただ、自分のことを身持ちの堅い人間だと思っていたので、そうではない行動をしてしまったことに吃驚している。むしろ、相手が蒼士だったからこそそうなってしまったのか。陽鞠は両腕を組みながら首をこてんと傾げさせた。

「私は、どうしたいんだろうか」

　もし、彼にそういった気はなくてあちらはあちらで流れだったという感じならば、少し切ないがしかたがない。そもそも、基本的に陽鞠は雇われの身であり、いつどうなるかもわからない生活をしているという状況だ。

　こちらが同意である以上彼からお金を取れはしないし、取りたいとも思っていない。

　けれど、どうしても釈然としない。納得ができない。

　彼はいったい、どういう考えをもって行動にうつし今があるのだろうか。

　セックスをしたことはおいておいて、さすがに彼の態度はこちらを口説いているように見えてしまう。期待をしてしまう自分に幻滅したくなる。最初は嫌だと思っていたくせに、いまでは愛しいなどと自分で自分の感情が理解できない。

　だというのに、彼との行為を思いだすと胸の奥が切なくて温かくなる。あんなに乱れたのも気持ちよかったのも初めてだったし、出してと懇願をするのも初めてだった。あんなセックスを覚えさせられて忘れられる気がしない。

　嫌だ。本当に嫌だ。

　こんな感情を持ちたくない。このままでは、契約がどうとかではなく辞めなければならなくなる。雇用主に懸想をするなど、家政婦としてはあってはならぬ行為だ。それは、フェリスにいたときから、口酸っぱく言われてきたこと。

　若い家事代行の女性が、男性のいる家にいって恋愛感情を持ってしまうことがある。本当にお互い好き合って付き合っているのならいいが、大半そういった男性には恋人や妻がいる。そんな相手と関係をもつと、のちのち大変な思いをするのは自分自身だと。だから、会社では男性のいる家に若い女性を派遣しないようにしている。たとえ、相手側から条件として出されても、そうでなければならない理由がないとそれに答えることはしない。

　リスクを除外すると同時に、そこで働く女性たちを守るためだった。

　わかっていたのに、知っていたのに、なんてバカなのだろうか。

　おさえこもうとしても、無理矢理にでも出てこようとする感情に泣きたくなった。














第四章









　蒼士とデートをしてから、二週間ほどが経った。あれから変わらずの生活をしている。それでも、以前よりもスキンシップのようなものが増えたと思う。陽鞠が怒らないし、嫌がらないからか、彼が陽鞠の頭を優しくなでたり、映画をみるさい隣に座る距離が近くなった。

　触れあう熱が痛いほどに愛おしいと思ってしまう。

　あるまじき感情だとわかっているというのに、こちらの感情などは気にしないのか彼と一緒にいると、まるで大切にされているような気持ちになる。愛されているような錯覚に陥りたくなる。

　彼が自分をみる目はとても優しく、蕩けるような笑みだ。目尻を下げ、口端をあげ、慈しむようにこちらじっと見つめてくるのだ。こんな笑顔を向けられて、勘違いしない女がこの世に存在するのだろうか。否、いないと陽鞠は断言したい。

　このままではいけないとわかっているのに、実際具体的にどうすればいいのかはわからない。考えるのをどこか放棄しているのかもしれない。なにも考えず、なにもせずにいれば、永遠とこの穏やかで幸せだとも思える時間が長く続く。そんなことは絶対に続くわけがなく、どこかで歪み、破綻し崩れゆくものだというのに。

　それでも、なにもしないという選択肢を選んでしまう人の感情はこういうことなのだろうと、気づく。わかっていても、その甘やかな選択肢を選びたくなる。陽鞠もできることならそれを選びたい。選んで、なにも考えず彼から与えられる笑みや熱を甘受していたい。

　そんなことを考えながら、手に取っていた恋愛小説を棚に戻した。

　陽鞠は基本的なやることを済ませてから、本を買いにやってきていた。誰かを想うようになると、なぜ人は恋愛のエッセイや小説を思わず手にとってしまうのだろうか。自分だけかもしれないが、今持っている感情を誰かと共有したい。同じように考え、同じように苦しみ、同じように感情を持て余している人に出会いたい。そうすれば、自分だけではないのだと思えるから。なんとも身勝手な感情だろうか。自分で自分に呆れつつも、手に取った本をパラパラと捲るのが止まらない。

　何冊か見て回ったが、どうにも今の自分の感情と合致するものが無かったので諦めて外にでる。

　今日はゆっくりでも問題がないので、ほかにも何か雑貨などを見ていこうかと街の中をぶらぶらと歩く。

　普段であれば、マンションで夕食の準備をしているが、今日は蒼士が外で食べてくるらしいのでその準備がいらない。急に午後休みになった気分だ。陽鞠が蒼士のところで家政婦の仕事を始めてからというもの、彼が夕飯を自宅で食べなかったことがない。忙しいはずだというのに、いつも夕飯を食べに帰ってくる。ただ、ときどきそのまま会社に戻ったり部屋に引きこもって仕事をしていることがたびたびある。身体を壊さないか心配にもなるし、そこまでして帰ってこなくてもいいのにと想ってしまう。

　もちろん一緒に食事を取れることは嬉しい。けれど、彼に無理をさせてしまうのでは意味がない。陽鞠は一人でも食事をとれるし、食事だってラップに包むなり最後の肯定だけを残して帰ってきてから準備することができるからだ。

　ふと、ディスプレイされているケーキが目にはいる。たしかここは、テレビでも紹介されたことがあるケーキ屋だ。店内を覗いてみると、長蛇の列が外まで続いていることに気づく。やはり人気店だけあって、人数も多い。普段であれば、こういった時間のかかるところに並ぶことはない。ただ、美味しいといわれるケーキを蒼士に食べさせたいと思ってしまった。

　それに、今日は一緒に食事を取らないので話をする時間はない。そもそも何時に帰ってくるのかさえも知らないのだけれど、ケーキがあれば一緒にデザートを食べることができるし、今日が無理でも明日のデザートで出したっていい。そう考えると、自然と列の最後尾へと向かい並んだ。手渡されたケーキの表を眺める。蒼士は以外と甘いものが好きだ。毎食食べたいというわけではないが、常に冷蔵庫にチョコレートが常備されていたり、ときおりデザートを出すと喜んだりしている。陽鞠はそんな蒼士を思い浮かべながら、彼が好きそうなケーキを選んだ。二つのケーキが入った箱を大事に持ちながら、陽鞠は口元がにやける。

　鼻歌も歌いそうなぐらい気分がいい。

　視線をケーキの箱から上にあげると、よく見知った人の背中がみえた。まだ、時刻は午後四時過ぎ。仕事中なのだろうかと彼の背中を見つめる。振り向いてくれないだろうか、そうすれば陽鞠は小さく手を振ったりできるのに。わざわざ電話をかけて振り向いてなどというのは恋人同士でもないので出来はしない。だから、彼がこちらを見てくれないかと淡い期待をする。

　けれど彼は振り向かない。それに一人かと思っていたが可愛らしい女性が一緒にいることに気がついた。蒼士の腕に、女性は腕を絡ませて満面の笑みを浮かべている。そして二人でホテルの中へと入っていく。決していかがわしいホテルではないのだが、陽鞠は衝撃を受けた。

　自分だけに贈られているのではと錯覚していた笑みは、その女性にも浮かべられていて、その笑顔は一人のためのものではないと知った。陽鞠は少しだけそこに立ち止まっていたが、すぐに動きだす。横断歩道を渡り、彼らが入っていたホテルへと足を踏み込む。そこは、この辺りでは高級と呼ばれるホテルでラウンジのカフェが有名なところだ。ただ二人でカフェにいるだけだろうかと、あたりを見渡す。こんなことをしてはいけないと思うのだけれど、どうしても気になってしまう。

　そして見えたのは、二人がエレベーターに寄り添うようにしながら入っていく姿だった。

「お客様？」

「え、あ……」

「どうしましたか？」

「いえ、すみません。友人と待ち合わせだったのですが、駄目になっちゃったみたいなので。あの、すみません」

　謝罪を繰り返しながら陽鞠はホテルの外にでた。そこからぼんやりしていて、気がついたらマンションに帰ってきていた。静かなマンションの一室に、陽鞠はぽつんとしている。なんだか惨めな気分だ。

　勝手に期待をして勝手に盛り上がっていたのは陽鞠なのは理解している。それに、もしかしたら先ほど腕を組んでいた女性は妹だったり従姉妹だったりする可能性がある。ただ、正直自分に兄弟がいたとして、兄や弟と腕を組むかと問われたら疑問を持つが。家族だってさまざまで、形態は一つではない。重々わかっていても、自分が知らないことはうまく納得するのが難しい。

　ケーキを冷蔵庫の中にしまい、自室のベッドに寝転がった。

　頭の中に巡るのは嫌なことばかり。もしかして彼女なのではないか、彼女でないのであればどうして腕を組みながらホテルに入っていったのか。あそこのホテルに行った理由はいったいなんなのか。今日夕飯をいらないということは、彼女と一緒に食事をするということなのだろうか。

　ごろんと身体を横にしながら、前を見続ける。ただのカーテンを見続けてなにも楽しいわけではないが、なにかをする元気はなかった。結局陽鞠はその日、蒼士が遅くに帰ってきても顔を出すことはなくベッドに潜り続けた。

　翌朝はいつも通りに朝食を作り、起きてきた蒼士に挨拶をする。

「おはようございます」

「おはよう。昨日は早く寝てた？」

「そうなんです。少し体調が悪くて」

「大丈夫？　あまり無理しないで、今日もゆっくり寝ていていいから」

「……ありがとうございます」

　蒼士が陽鞠に近づいてきて、陽鞠の頬を優しく撫でる。もしかしたら、自分は妹のように見られているのだろうか。けれど、そうするとあの日のあの口付けはいったいなんだったのだろうか。

　彼に詰め寄る資格はないし、自分はただの家政婦だ。それ以上でもそれ以下でもない存在だ。彼のために家政婦としての仕事をまっとうすることしかできない。陽鞠は、心がぐずぐずと煮だって零れて、落ちていくのを放置した。傷がついた心をどう修復するのかわからなかった。




　蒼士が女性といるところを見てからしばらく経ったある土曜日。

　陽鞠がキッチンで親子丼を作っていると、蒼士が眠そうにリビングへとやってきた。

「もうお昼ですよ。親子丼作ってますけど食べますか？」

「んー、食べたい……けど、眠い」

「もしかしてまた朝方まで起きてたんですか？」

「そうなんだよ。どうしても終わらせたい仕事の案件があってさ。あと、集中出来なくて途中で動画とか見始めちゃったんだ」

「動画ですか……」

「そう、動画。今っていろいろな人が顔や生い立ちをだして話をしてるだろ。自分が知らない世界が広がっていて面白いなぁって思うんだ」

「だからって、高校生みたいに朝方まで起きて動画みたり仕事したりしないでください。身体壊しますよ」

「気をつけます。あー、陽鞠さんと話してると落ち着くよ」

「どこがですか？」

　まるで母親のような説教をしているだけなのに、思わず真顔になってしまう。

「んー、この人は俺のことを心配してくれているんだなーって、優しい人だなぁってさ。誰かに心配されたり美味しいご飯食べさせてもらったり。幸せなことだよなっていつも思うんだ。だから、ありがとう」

「仕事……ですからね。でも、今日は仕事ではありませんから、どういたしましてと言わせてもらいます」

　土曜日は陽鞠の休日だ。なので彼は自分でカップラーメンを作ったり、出前を取ったりしている。最初はカップラーメンを食べることに驚いたが、簡単で美味しいからと常備しているのだ。棚の一角はいろいろなカップラーメンが並べられている。陽鞠もときどき、お金を支払って貰っている。

　食事をするために、テーブルを片付けていると手が当たって蒼士の手帳を落としてしまう。

「すみませんっ！」

　慌てて拾い上げると、写真がひらりと数枚落ちていく。写真を拾うと、そこには先日蒼士が一緒にいた女性が映っていた。

　決定的なものをみた気分だ。陽鞠は無言になって、写真を手帳の中へと片付ける。

「大丈夫？」

「はい、落としてしまってすみません」

「いや、それはいいんだけど。見ちゃった？」

　どういう意味なのだろうか。見たとは写真そのもののことを差しているのか、写真に写っている女性についてなのか。

「見ましたが……」

「そっか、そうしたらもう誤魔化しはきかないよね。ちゃんと話すよ」

　とうとうこの日がきたのかと思った。決定的なものを見られたから、終わりの日を告げられるのか。では、この写真を見なければもっとこの生活は続いたのだろうか。

「コーヒーでもいれようか。いや、先にお昼ご飯にしよう。食事はできたてがやっぱり美味しいからね」

　陽鞠は無言で、お昼の準備をしようとするとチャイムが鳴った。

　近かった蒼士が出ると、何故だか慌てている。

「連絡もなしに？　いや、追い返すわけには……。通してください」

　コンシェルジュと話をしているのだろうが、普段あまりみない姿だ。

「蒼士さん？」

「あ、ごめん。今からちょっと人が……。悪いんだけど、ちょっと部屋に行っててもらえる？」

「わかりました」

　誰かお友達なのか、家族の人なのか、わからない。けれど、蒼士が家政婦として陽鞠を雇っていることを知らなければ、いらぬ詮索をされるし面倒ごとになる。そう自分で納得して、陽鞠は自室へと入る。聞き耳を立てるつもりはなかったのだが、静かにベッドに座っているとチャイムと玄関が開く音がした。

　扉の外から声が聞こえる。

「ちょっと、蒼ちゃん。何度も電話したのになんで出てくれないの」

「ごめん。全然気がつかなかったんだ。だからって、いきなり来ることないだろ？」

「電話にでてくれないから、わざわざ来たの！」

　まるで痴話喧嘩だ。はしたないと思いながら、こっそり扉を開けて見てみると先日みた女性がそこに立っていた。痩せすぎなわけではないすらりとした肢体に流れるように美しい黒髪。胸も大きく、唇はぽってりとしていて煽情的だ。陽鞠は姿見で自分を見つめる。彼女とは真逆の身体。この数ヶ月でご飯を食べるようになったので、以前よりは肉付きはいいが不健康な身体に見える。

「……」

　下唇を噛みながら、小さな鞄に必要最低限のものを詰め込む。そして、二人に気づかれないように廊下にでて外にでた。先ほどの蒼士の言葉を考えると、やはり契約は破棄されるのだろう。

　たしかに彼とは身体を重ねて、恋人同士のような感覚になった。自分を何度も戒めながらも、期待が消えなかった。もしかしたらと考えてしまっていた。本当に浅はかだ。

　陽鞠は電車に飛び乗って、実家に帰る。彼はこの家のことを知ってはいるので、もしかしてやってくるかもしれない。やってこないかもしれない。もはや、どちらでもよかった。

「ただいま」

「あれ、どうした？」

「うぅん。ちょっと……休暇を貰ったから帰ってきただけ。今日泊まるね」

「そう？　あ、ご飯食べた？　昨日お隣さんから煮物貰ったんだよ。やっぱり母さんのが一番なんだけど、これもまた美味しくてね」

「なにもいらない。部屋にいる」

「陽鞠……」

　父が心配そうにしているのがわかったが、構ってはいられない。部屋にはいり、布団をしく。タンスの奥から短パンとＴシャツを取りだし着替え、布団の中に潜った。頭まですっぽりと掛け布団を被り、枕に滲む目元を押しつけた。この家の壁は薄い。父に聞かれまいと、喉を絞って声をだすのを我慢する。泣く資格すらあるのかわからないけれど、涙が止まらない。

　期待していた自分がバカなだけだとわかっているし、蒼士が悪いとも思えない。あの日は流れだったとしても、お互い同意のうえだった。それを責めるつもりはないし、責任を取れとも思わない。

　それでも、忘れられるだろうか。あんな風に優しくしてもらったことを、こんなにも彼の匂いや唇の柔らかさ、肌の熱さを覚えているというのに。今日だけは泣いてしまおう。泣いて、泣いて、全部にさようならをするのだ。

　また、明日から笑おう。




　意識が浮上し目を開いたことで、泣き疲れて眠ってしまっていたことがわかった。陽鞠はぼんやりとした思考のまま、スマホを手に取る。蒼士から【少し出てくるから、話は帰ってから】と連絡がきていた。どうやら、彼は陽鞠が出て行ったことに気がついていないようだ。

　布団を被りなおす。すでに時刻は夜の八時過ぎ。いまだ外に出ているということなのか。連絡がないということはそういうことなのだろう。起き上がるのが億劫ではあるが、お腹は空いてきた。陽鞠がリビングに行くとなぜかそこには右頬を赤くしている蒼士が座っていた。

「……」

　陽鞠は無言で扉を閉めて、自室に戻る。

（いやいや、なんでいるの？　え？　連絡あった？　いや、無い。電話すらないのに、なんで？）

　なぜ彼がいるのか理解ができない。もしかしたら自分の都合のいい夢なのだろうかと思ったが、扉がノックされた。

「陽鞠さん？」

「……」

「俺とは会いたくない？　俺が嫌になった？　こんな聞き方ずるいか。このままでいいから、話をしてもいいかな？」

　無言のままでいてもと思うけれど、彼からなにを言われるのかわからなくて怖いと思ってしまったのと、なんと答えればいいのか思い浮かばず言葉を発せなかった。

「どうして突然いなくなったのかってわからなくて、考えた。自分の言動と彼女の言動からもしかして、彼女との関係を勘違いさせたかもと思ったんだけど……違う？」

「勘違い……ってなんですか。そもそも、なんで私がいないってわかったんですか」

「わかるよ。まず君の靴がなかったし、家に帰ってから扉をノックしたけど出てこなかった。電話しようとも思ったんだけど、少し冷静になってどうしてこうなったのか考えた。俺の自業自得だってことはわかってるし、電話をしたら君が逃げてしまうかもと思った。だから、なにも連絡しないで来たんだ。それで、勘違いっていうのは、今日きた子は俺の妹。異父妹なんだ」

　彼女が彼の妹。そう言われて、納得ができたわけではない。けれど、こんなすぐにわかるような嘘をつくような人ではないので、きっと事実なのだろう。陽鞠は服を着替えて、扉を開ける。

　扉の前には、情けない顔をして立つ蒼士がいた。

「マンションに……行きましょう。ここだと壁が薄いので」

「ん、わかった」

　実家で話すのだってかまわなかったのだが、娘の恋愛事情やそういったことを父親に見せるのは躊躇われた。父はそわそわとしながら、こちらを見ている。心配させているのはわかるが、彼と二人で話をしてからではないと父には説明できない。

「父さん、大丈夫だから」

「本当か？　無理にとかないか？　父さん着いていこうか？」

「平気。あとで連絡するね」

　こんな時ぐらいは父親らしいことを言うのかと思った。頼りのない父ではあったが、決して娘を不幸にしたいという思いがあったとは思っていない。

　陽鞠は蒼士の車に乗り込んでマンションへと戻っていった。キッチンは昼間に作った親子丼が残ったままだ。夏場ではないので、温め直せば食べられるだろう。

「座ってて」

「わかりました」

　イスに座って、彼を待つ。蒼士がいれてくれたコーヒーが目の前に置かれる。苦みのあるコーヒーを口に運びながら、彼が目の前に座るのを眺めた。

「一つずつ、話していくよ。まず彼女についてだけど、さっきも言ったとおり俺の妹。あとで詳しいことは説明するけど、母の再婚相手との子で年も離れてるんだ。だから甘やかしてしまって少しわがまま。今日は義父と喧嘩したらしくて、それの愚痴とかそんな感じ」

「……実は、先日二人が一緒にいるところを偶然見ました。二人で腕を組んでホテルの中に入っていくのを……」

「うわ、それ見られたんだ。そりゃ勘違いもするよね」

　蒼士は片手で顔を覆い深いため息をついた。

「あの日は妹の彼氏に会いに行ってたんだ。ホテルの上層階にレストランが入っていてね。妹とは年が離れているのだったり、いろいろあってスキンシップが激しいというのか距離が近い。俺だけではなく、両親とも腕を組んで歩くタイプなんだ。もし納得がいかないのなら、戸籍をみせてもいいし、妹や両親に説明させたって問題ないから」

　蒼士はきっぱりと真面目な顔をしてそう告げた。そこまで言われると陽鞠も、疑う気持ちが消えていってしまう。彼のことなので、陽鞠が戸籍謄本を見せて欲しいと頼めばすぐに役所に行ってしまう気がする。

　彼女が妹であれば、陽鞠に言っていていた誤魔化せないからちゃんと話すという言葉は一体、何のことなのだろうか。陽鞠はそのことを蒼士に尋ねた。彼は一瞬なにかを考えてから言葉を発する。

「陽鞠さんが今日俺の手帳を落としてみた写真って、もしかして妹の写真だけ？」

「そうですけど……」

「これは俺の勘違いかー……、ちょっと待っててね」

　蒼士が立ち上がり、手帳を取りにいく。手帳に挟まれていた数枚の写真を手渡された。一番上には彼の妹の写真、めくってみるとそこには陽鞠がよく知っている人物がうつっていた。

「これ、どういうことですか？」

「あぁ、やっぱりこっちは見てなかったんだね。俺はてっきり、君がこっちの写真を見たんだと思っていたんだ。だから、誤魔化せないとか言っていたんだけど……。そうだな、まず俺の両親――この場合母が離婚する前、俺の実の父とのことを差すんだけど。俺の両親は仲が悪かったんだ」

　どうやら、彼の両親はだんだんとうまくいかなくなってしまったらしい。価値観の差が大きくなっていき、彼が小学校にあがるころには修復不可能なところまできていた。幼かった蒼士はその時わからなかったが、ある程度大人になってきてから理解したようだ。

「二人とも家に帰ってくるのが遅かったんだ。食事は母が用意したもの……だいたいはコンビニ弁当とかスーパーの惣菜とかだったかな。ただ俺にとってこれが普通だったから、その異常さには気がつかなかったんだ。気がついたのは君のお母さんに出会ってから」

「私の母ですか？」

「あぁ。俺が一人で公園にいた時、周りの子どもたちが迎えにきた親と帰っていくのを眺めていたら君のお母さんが声をかけてくれたんだ。〝一人なの？〟〝ご両親は？〟って」

「なんだか、母らしいです」

「俺もそう思う。……俺がなにも答えないで居たら、〝お腹は空いてる？〟って聞かれた。お腹は空いていたから頷いたんだ。そうしたら、君のお母さんに連れられて、家に行ってオムライスを作ってくれた。手作りで温かい食事が美味しいってことを知ったよ。それから毎日のように遊びに行って、君のお父さんも最初は驚いていたけど遊んでくれてね。自分の両親がこんな人たちだったらよかったのにって、子どもながらに思ったのを覚えているよ」

　正直このご時世、そんなことをすれば訴えられてもおかしくはないのだが、彼はそれで救われたのだ。蒼士の顔は幸せを思い出しているように穏やかだ。

「俺は君のお母さんが作った料理が大好きなんだ」

　温かくて美味しくて、幸せの味がしたのだと。それから半年ほど経ったころ、陽鞠の母は臨月を迎えた。蒼士は母が大変なのを気遣い、手伝っていたらしい。

　きっと、それは、蒼士が理想とした親子の関係だったのではないかと思う。はたかれみれば親子のような状態だったんだろうとも想像がつく。

「俺は君が生まれてくるのを、楽しみにしていたんだ。まるで妹ができたような気持ちだった。けど、君が生まれる前に俺は引っ越しをしてしまったんだ。両親が離婚して、母に引き取られて他県にね。君たち家族とはそれっきりだったかな。一度、成人したころに記憶を頼りに探しにきたんだけれど、君たち家族はすでに引っ越した後だったよ」

「たしか、私が生まれてしばらくたった頃に、集合住宅から今の家に引っ越したって聞いてます」

「そうだったのか」

　蒼士いわく、彼の両親が離婚したことによって彼の母が彼自身と向き合い以前とは違った生活になったらしい。二人で支え合いながら過ごし、彼の母には新しいパートナーができ、もう一人家族が加わった。複雑な心境もあったものの、今では大切な家族だという。

　ただ彼の母の作った手料理も好きだったが、それ以上に陽鞠の母の味を恋しく思ってしまったようだ。初めて味わった温かい味というのは記憶から薄れることがないのはよくわかる。陽鞠も、自分の母と父で食卓を囲いながら食べた料理の味をいまも忘れていない。

「自立して、稼げるようになって。自分で家事をやることが億劫になってきたころに、知り合いに家事代行を勧められたんだ。試してみればいいってな」

「それが、私が務めていたフェリスですね」

「あぁ、そうだ。節子さんの料理も美味しかったよ」

「あの、どうしてこういう味付けがいいなどの要望を言わなかったんですか？　理想の味が皇さんの中にはあったんですよね」

「そうだ。俺の理想とする味付けはあったけれど、君のお母さんが作ってくれた料理だったからこその理想の味だったんだ。だから、似ているものは別にいらなかったし、それであればただ美味しい料理が食べられればと思っていたんだ。君の料理に出会うまでは」

「私の作る料理はそんなに母に似ていますか？」

「そうだね。多分違うところもあるとは思う。けど、今では俺の理想の味は君の料理だ。君の料理が食べられると思うと、仕事がはかどるし早く帰りたいとも思う。もちろん、君が笑っておかえりと言ってくれるのも嬉しい。君には感謝してもしきれないぐらいだ」

　ある意味料理で男性の胃袋を掴んだ状態ということだろうか。母がこんなところにもいたんだと思うと嬉しくも思った。母の優しい笑顔が頭に浮かぶ。

「それとね。君の住み込みについてなんだが」

「私の住み込み……ですか？」

「あぁ、実は君のお父さんに頼まれたんだ」

「父に？」

　陽鞠に家政婦の仕事を頼んだあの日、彼は陽鞠の自宅へと行った。そこで久しぶりに父と再会した。父はすぐには彼が幼いころよく家に遊びにきていた男の子だとは気づかなかったらしい。けれど、彼が話をしたことで思い出し母が亡くなるころからのことをぽつぽつと蒼士に話したという。

　だから、父は彼の借金の話までしたのかと理解する。初対面の人間になんてことを話しているのだと呆れたが、昔のことがあったので気が緩んで話しすぎてしまったのだろう。

「君のお父さんは、ずっと後悔していたんだ。君を泣かせてあげられなかったことや、自分のふがいなさに。君を解放してあげたいが、今の自分がなにを言っても無駄だろうし家を出て行くこともないだろうって」

「そんなことを……」

「それで、頼まれたんだ。無理矢理にでも家を出してやりたい。どうにか手助けしてもらえないかって。正直、給料の値段や借金の肩代わりの返済とかはどうでもよかったんだ。ただ、あの日俺は君のお母さんに心を救われ、幸せの味を知れた。それは、俺の人生でかけがえのないことでね。だから、陽鞠さんを助けられるのなら君に嫌われてもいいとすら思ってた」

「だから、最初は無愛想で威圧的だったんですか？」

「緊張していたのもあるよ。俺が声をかけて振り返った君が可愛いと思ってしまったから」

「はい？」

「なんだろう。辛い状況だっていうのに必死に前を向いている姿とか凜とした心とかが、ひと目みた瞬間から強烈に響いて。これは大変かもしれないと思って、必死に取り繕ったんだ」

　まさかの言葉に陽鞠は口が開いてしまう。

「それに、どうにかして君を雇いたかったし、普段通りで話をしたらうさんくさい男すぎるかなとも思って」

　蒼士が恥ずかしそうに告げる。たしかに、今見ている蒼士に声をかけられた雇いたいと言われていたらもっと警戒をしたし、住み込みで働くことはなかっただろう。

「私が住み込みを断ったらどうするつもりだったんですか？」

「それはそれで仕方ないと思っていたよ。君のお父さんに頼まれたこととはいえ、君自身に決めてもらいたかったから」

　この人はどこまでも自分のことを考えてくれている。そう思うと、胸がぎゅうっと痛くなった。

　彼があんな態度をとった理由がわかった。ただ、両親のことがあったとしてもなぜそこまでするのだろうか。

「蒼士さんにとって、母や父に恩恵があるのはわかりました。だからといって、そこまでしますか？　借金だって、給料だって相当な額です。それを、娘だからという理由だけでこんな……」

「陽鞠さんにとってはそうだろうね。俺にとっては、なによりも大事なことだったんだ。それに、俺は君が笑ってお帰りなさいと言ってくれることも、一緒に食事を取ってくれることも幸せだったんだ。すべては正当な対価だ」

　平行線だ。

　陽鞠には蒼士がそこまで思う感情が理解できないし、正当だとも思えない。けれど、それは陽鞠にとっての常識や今まで生きてきたなかでの考えでのことだ。生き方が違うのだから、考え方も違う。それを、正当ではないと言うのは筋が通らないようにも思えた。

　ただ、今まで陽鞠のなかにあったもやもやとした違和感は消えていた。

「ちなみに、君に手を出さないという条件も君の父に言われたから契約書に追加したんだ。心配したんだろうね。いくら解放してあげたいという気持ちがあったとしても、数年ぶりに会っただけのほとんど見知らぬ男の家に行かせるのは」

「その当たりは常識があったんですね……」

「年頃の女性を家に住まわせるなんてこと普通はしないって。家に住んでもらうより通いの方がお互い気が休まる時間があると思うしね」

　蒼士は一度言葉を切ってから、陽鞠を見つめる。

「まぁ、もう手を出してしまったんだけどね」

「そ、れは言わないでくださいっ。そもそも同意でしたし、流れというかなんというか……盛り上がってしまったというか……」

「たしかに、流れで盛り上がった感じだったけど。俺は君とこの先も一緒にいたくて手をだしたところがある。君は？　俺と一緒にいるのは嫌？」

　蒼士が陽鞠の隣に座り、そっと彼女の手を取った。陽鞠は彼に触れられると嬉しいと思う反面、どこか切なくなる。

「ただ、出会ってから二ヶ月ほどしか経ってないので」

「でも、普通の人と違って俺たちは二ヶ月に数回とかではなく、二ヶ月毎日一緒にいたんだ。月に四回しか合ってない人たちからすれば、単純計算で十五ヶ月は過ぎてることになる。俺は時間は関係ないと思ってる」

　仕事に支障がでるとか、しにくくなるとか、この先どういう風になるのだろうかとかいろいろと考えてしまうし、考えなければいけないことはたくさんある。それでも、そういったことを全て一度取っ払って思う純粋な気持ちはたった一つだった。

「嬉しい」

「……っ、よかった。緊張したよ。もしここで、君に拒絶されたらこの生活が終わってしまうし、君の食事が食べられなくなるのも君に会えなくなるのもつらい」

「蒼士さん……」

　蒼士は陽鞠の手を優しく握り指を絡ませながら、そっと自分の唇へと持って行きその手の甲に唇を落とした。それだけで、陽鞠の顔は一層赤くなる。陽鞠は、この年でこんな初心な反応をしてしまうのが恥ずかしくなる。

「キスをしてもいい？」

「聞かないでくださいよ」

「照れる陽鞠さんの顔をみるのが可愛くて好きだから、ついね」

「意地悪しないでください。それに、前みたいにあんな……」

「あんな？」

　陽鞠が言いたいことがわかっているくせに、わからないふりをするのが腹だたしい。陽鞠は彼の太ももを軽く叩いてみせた。

「はは、でも約束はできないかな？　俺としては俺とのセックスが忘れられなくて他の人にいけなくなってもらえるほうがいいからね」

「なんで、普段そんなこと言わないくせにエッチなことに関してはそんな思考なんですか？」

　眉間に皺を寄せながら訪ねると、彼は意味深に笑うだけだ。そういう性癖なのかわからないが、捕まってしまった陽鞠には逃げ場はない。

「なんでだろうね？　俺も初めて知ったんだけど。どうも、俺は好きな子をぐずぐずに蕩かすのが好きみたいなんだ。だから、今日も俺の手で乱れてね」

　蒼士は楽しそうに笑うと、立ち上がり陽鞠を担いだ。

「へ？　え、今からですか？」

「そ、今から。俺の部屋がいい？　君の部屋？　それともリビングのソファーとかでもいいよ」

「場所選ぶ前にシャワー浴びさせてくださいよっ！　この間シャワー浴びれなかったんですから」

「君の匂いが消えるから却下かな。要望がないなら、俺の部屋で濃厚セックスといこうか」

「スケベ！　変態！」

　陽鞠が恥ずかしさのあまり、バタバタと暴れるが全く気にしたそぶりはなくそのまま彼の部屋へと連れて行かれ、ベッドに倒された。先日と同じ状況になってしまった。

「で、電気消してください」

「この間も電気ついていたし、全部見た後だから駄目」

「うぅ、私の要望は聞いてもらえない……！」

「聞いてあげるって。たとえば、服は脱がされたい？　それとも自分で脱ぐ？　最初はどこから触られたい？　それとも舐められたい？」

　彼が陽鞠の耳元で甘く囁き、彼女の耳たぶをべろりと舐めた。

「ひぁっ」

「かわいい声」

　すでにスイッチが入ってしまったらしく、陽鞠はされるがままだ。手早く脱がされて、はやばやと全裸になっているというのに、彼はなにも脱いでいない。ムッとして、陽鞠は彼の肩を押し、座っている位置を逆にし、彼を座らせる。

「どうしたの？」

「黙って」

　蒼士は陽鞠がなにかするのをじっと見つめている。陽鞠は、彼が着ているシャツのボタンを一つずつ外していき、晒される素肌に唇をつけた。体温の熱さを感じて、彼も自分と同じように身体に熱をともしていることに安堵し、喜びを感じた。

　シャツのボタンを全部外し切ってから、彼の首筋から胸、臍と流れるように舐めていく。そして、彼のスラックスに手を添える。すでに大きく膨れ上がっていて、彼が興奮しているのがわかる。ドキドキしながら前を開くと、彼が自然と腰を上げてくれたのでスラックスと下着を下げた。すると、ぶるんっとお腹に着くほどに勃起した肉棒が現れた。

「ん、触ってくれるの？」

「へたでも怒らないでくださいね」

「怒らないよ。むしろ、そっちのほうがそそるから」

　ぺちんと彼の太ももを軽く叩いてから、そそり勃つ熱棒に手を添える。男性のものを見るのは初めてではないが、こうして自ら触れたり舐めようとしたりするのは初めてだ。恐る恐る彼のものを緩く扱いてみる。少しだけ目の前の肉棒になれてから、舌をだして鈴口にをぺろりと舐めた。

「子猫に舐められているみたいだ」

「猫の舌はもっとざらざらしてますよ」

　軽口がきけるので、陽鞠自身まだ余裕があるようだ。少しずつ舐めたり触ったりしているうちに、大胆になっていく。彼の眉間の皺や吐息を見逃さないようにしながら、熱棒を愛撫していった。自分の愛撫で甘い息を吐きだす彼をみると嬉しくなる。どこまでも奉仕精神が存在してしまっているようで、少しだけ気をつけなければという気持ちにもなった。相手が喜んでくれると思うとなんでもしたくなってしまう。

　亀頭部分を銜え込み、舌で扱いてみせると彼の手が陽鞠の髪に触れ、梳いてくる。その手つきはとても優しい。

「陽鞠さん、もうっ、出そうだから」

「ん、ぐっ、んっ」

　彼が腰を引こうとするのを、追いかけるようにして咥えたまま刺激を与え続ける。彼の熱棒が膨れるのがわかり、白濁を吐きだすのだと思ったけれど肩をぐっと掴まれ離される。ぬぽっと口から彼のものが抜けていき、口寂しくなる。

「出すなら、陽鞠さんの中で出したいから」

　蒼士は陽鞠の頬に口付けをし、彼女の唇を舐めてから塞いだ。陽鞠は男性は自分のものを咥えた唇にキスはしたくないのではと思っていたので、少しだけ驚いた。

「じゃあ、次は俺からだ。はい、ひっくり返って」

「きゃっ」

　身体をぐるっと逆にされ、四つん這いにさせられる。彼の手で腰を持ち上げられると、太ももの愛液が伝う。

「俺のを舐めながら濡れてたんだ。いやらしくて、かわいいね」

「もう、なんでもかわいいって言うタイプの女子ですか」

「いやいや、俺は陽鞠さんの全てがかわいいって思うだけだから」

　答えになっていないと思いながら、彼の舌が秘処に触れたせいでそれ以上言葉は続かなかった。彼は陽鞠の弱い部分に触れる。花芯を指で弄りながら、舌を膣内へと挿れてぬぷぬぷと淫靡で粘着質な音をだす。

　指の腹で花芯をぐりぐりと押しつぶされたり、指で挟んで扱いたりしながら、彼の舌も休むことなく陽鞠の秘処を愛撫していく。彼の唾液なのか陽鞠の愛液なのかどちらのものかわからない滴がシーツにこぼれてシミをつけていく。

　身体ががくがくとして自分の体重を支えていることができない。伸ばしていた腕ががくんと落ちて、お尻だけあげている状態になってしまう。より恥ずかしい状況だとわかっていながらも、力は入らない。

　蒼士の手が陽鞠のお尻をやわやわと揉んだり、摩ったりしてからベッドを降りて引きだしを開けて、箱を取りだした。その箱を開封して、一つ袋を取って開けて戻ってくる。

　彼の手が腰を優しく撫でてから掴み、自身の熱く滾った肉棒を秘処に擦りつけた。ぐちゅぐちゅと音を立てながら何度も往復を繰り返し、くぷっと亀頭部分を挿入する。入ってくるその質量に圧迫されるが、それが気持ちいい。じっくりと時間をかけて彼は肉棒をいれてくる。焦れったさに腰を動かすが、彼の手が固定していてどうにもならない。はやく奥を穿ってほしい。

　奪うほどの荒々しさで愛撫をしてほしいと思う反面、ゆりかごのような柔らかさと穏やかでじんわりとした愛撫もしてほしい。どちらもほしいなどと、我が儘なことだと自分でも思う。

　ぬぷっぬぷっとゆっくりと抽挿をされる。解放されない熱に翻弄されていると、彼が体重をかけてきてそのまま寝転がる状態になった。陽鞠の上には彼が乗っかる。足が絡み合い、彼の手で陽鞠の手を上から押さえつけるように握られる。先ほどとは違って激しく抽挿されるし、前回とは違う場所に彼の肉棒が当たって違う気持ちよさを発見してしまう。

　どんどん蒼士という名の毒に侵され、快楽に堕ちていく。

　いつもの自分とはいったいなんだったのかとさえ思うほどに、乱され、自分自身が消えて快感で支配され解放される。彼の手で変わりゆく心と身体が怖いと思うと同時に、その先にある未知の世界を知りたいとも思う。

「あ、んぁ、ああぁっ」

「声がより甘くなったね。正常位より後ろからのほうが気持ちいい？」

　たしかに気持ちがいい、気持ちがいいが、やはり彼の顔がみたい。眉間に皺をよせて快楽を必死に我慢しながら、こちらを翻弄しようとする姿を。

「すき、だけどっ、かおみたい」

「……っ、仰せのままにお姫様」

　彼が勢いよく肉棒を抜き、陽鞠の身体を真正面に向けてあぐらをかいた彼の上に座らせられた。蒼士は少しだけ陽鞠の腰をあげさせ、自身の熱棒を挿入する。

「んんっ」

　頭を後ろへとやり、性急な彼の行動に戸惑う。

「ごめん。ちょっと、煽られて我慢できなかった」

「煽った覚えはない……です」

「君が煽った覚えがなくても、俺にはあるんだよ」

　彼が苦笑しながら、陽鞠の頭を優しく撫でて抱きしめる。ゆらゆらと身体を動かしながら、身体を密着させ唇を吸い合った。
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　額をくっつけあったり、顔を擦りつけあったりと、淫靡なのに穏やかな時間を過ごす。しばらくそうやってゆっくりとした後、むずむずと身体を動かす陽鞠に気づいた蒼士がゆっくりと突き上げだした。

「ひぅっ、とつぜんっあぁっ」

「物足りそうな顔をしてるから。そろそろ一番気持ちよくなろうか」

　彼の言葉にとろんとした顔をしながら、陽鞠は頷いてみせた。

　ぐちゅぐちゅと淫猥な音が響く。彼の甘い吐息も、自分の荒れた息もすべてが自身の身体を熱くさせていく。彼の律動にあわせて、嬌声があがる。なんども奥を穿たれて、快感が足先から駆け上がってくる。我慢することなくその快感を受けられると、身体全身を巡り突き抜けていった。

「んぁあっっ」

「ぐぅっ」

　無意識に締め付けたせいか、彼の肉棒も膨れて爆ぜた。びくびくと膣内で動くそれに敏感に反応してしまう。短い息を吐きだしながら、酸欠になるほど唇を貪りあった。




　シャワーを二人で浴び、そこでも彼と繋がり、へとへとになりながら蒼士のベッドへと戻ってきた。自室に戻ろうとしたが、彼がそれをとめてベッドに引き込んだのだ。二人で新しくしたシーツと布団にくるまり、鼻先を擦り合わせながら笑いあう。

「いまさらなんですが、どうしたんですか？　頬が赤くなってましたよね？」

「あぁ、あれは君のお父さんにこう、ね」

「え、父がごめんなさい！」

「いいんだ。泣かせたのは俺だし、殴られてもしかたがないから」

　陽鞠は少し腫れが引いた蒼士の頬を優しく撫でる。撫でていた手を彼がとり、彼女の手のひらに口付けを落とした。

「とりあえず、起きたら契約書の書き換えからかな」

「あと、この家に住む手当は引いてくださいね。そういうのは無しでいきましょ」

「わかった。あとは、君のお父さんに改めて挨拶かな」

「うん。なんだか、照れますね」

「そう言ってもらえると俺も嬉しいよ。ただ、もう一度ぐらい殴られる覚悟を持っておいたほうがいいとは思ってるけどね」

「そうなんですか？」

　なぜ、もう一度殴られなければならないのかわからなくて首を傾げるが、彼はなにも教えてはくれなかった。

　蒼士と一緒にこれからのことを話す。

　契約書の見直しはもちろん、自分の給料についてももう少しカットしてもらう予定だ。彼への借金は、少しの貯蓄と彼から振り込まれた給料から先に返済にすることにした。これから一緒にいるのであれば、お金のことはさっさとけりをつけておきたいところだったのだ。蒼士は返して貰うつもりはなかったというが、そういうわけにはいかない。彼とこういう関係にならなければ、それでもいいかと思えたかもしれない。けれど、そういった後ろめたさは消してしまいたい。

　仕事については今まで通りにし、洗い物まで終えた後はプライベートということにした。料理中にいちゃいちゃしたいという要望がでたが、それは休日のときにとお願いした。些細なことではあるが、お互い思っていることを話して擦り合わせをしていく。自分たちは価値観が違うし、生き方が違う。

　共通点は陽鞠の母の手料理が好きだという部分のみだ。

　これから先すれ違うことも、喧嘩することも大いにあるだろうが、一つ一つを解決して乗り越えていければとも思う。

　願わくば、自分の手料理を食べ続けてほしいし、ずっと隣で笑っていてほしいと思う。
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